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〇このマニュアルには、製品を安全に使用していただくための注意事項が書かれています。 
LtmWEZrMMJLt ご使用になる前に、必ず本マニュアルをお読みになり、正しく安全にご使用くださし、。 

コアフィ-ド 〇本マニュアルは、し。でも見5れるように大切にお手元に保管してください。 
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♦はじめに 

本機に付属のマニュアルについて 

ブ マニュアルの内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。 

2 マニュアルの内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。 

3 マニュアルの内容については万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなど、 
お気付さの点がありました5お買い求めの販売店にご連絡ください。 

4 マニュアルの内容に関して、運用上の影響につさましては3項にかかわ!5ず責任を負いかねますので 
ご了承ください。 

マニュアルの版権について 

すべての権利は、株式会社沖データに属しています。無断で複製、転記、翻訳等を行なってはいけません。必ず、株 
式会社沖データの文書による承諾を得てください。 

©2012 Oki Data Corporation 

商(こ〇し、て 

OKI は沖電気工業株式会社の登録商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Server および Windows Vista は、米国 Microsoft Corporation の米国及び、 
その他の国における登録商標または商標です。 

RSA は RSA Security Inc . の登録商標です。 BSAFE は RSA Security Inc . の米国およびその他の国における登録 
商標です。 

Apple 、 Macintosh、Mac OS 、 AppleTalk 、 EtherTalk 、 LaserWriter 、 目 onjour および TrueType は、米国 
Apple Inc . の米国及び、その他の国における登録商標または商標です。 

Adobe 、 PostScript および Reader は、米国及びその他の国々で登録された Adobe Systems Incorporated の 
登録商標または商標です。 

Scalable Font は Agfa Monotype Corporation か 5 ライセンスされています。 

CG Omega は Agfa Monotype Corporation の製品です。 

CG Times は The Monotype Corporation のライセンスをうけた Times New Roman を基にした Agfa 
Monotype Corporation の製品です。 

Taffy は Adobe Tekton Regular に巧応する Agfa Monotype Corporation の製品です。 

Candid は Adobe Carta に巧応する Agfa Monotype Corporation の製品です。 

CG 、 Candid 、 Taffy は Agfa Monotype Corporation の各国での登録商標または商標です。 

Univers 、 Helvetica 、 Palatino 、 Times は Linotype-Hell AG あるいはその子会社の各国での登録商標または商標 
です。 

ITC Avant Garde Gothic、ffC Bookman、ffC Zapf Dingbats は International Typeface Corporation の各 
国での登録商標または商標です。 

Arial、Times New Roman 、 Albertus、Gill Sans は The Monotype Corporation pic . の各国での登録商標ま 
たは商標です。 

Wingdings は Microsoft Corporation の各国での登録商標または商標です。 

Agfa か5ライセンスされた Marigold は Arthur Baker の各国での登録商標または商標です。 

平成明朝体 W 3、 平成角ゴシック体 W 5 は、財団法人曰本規格協会を中/こ\に制作グループが共同開発したものです。 
許可無く複製することはでさません。 

その他各社名、製品名は一般に各社の登録商標または商標です。 



- 2 - 


















〔圍 目次へ 4 前へ） 〔►次へ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


本機に搭載のソフトウエアについて 


本機は、 RSA Security Inc. の RSA® 目 SAFE™ ソフトウエアを搭載しています。 






本機は、 IPv6 Ready Logo Phase 1 テストに合格しています。 


この製品には、 Heimdal Project によって開発されたソフトウエアが含まれます。 


Copyright (c) 199 己- 2008 Kungliga Tekniska Hogskolan 

(Royal Institute of Technology. Stockholm，Sweden). 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms，with or without modification, are permitted provided that the 

following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. Neither the name of the Institute nor the names of its contributors 
may be used to endorse or promote products derived from this software 
without specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED 巨 Y THE INSTITUTE AND CONTRIBUTORS ''AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE INSTITUTE 
OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO. PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES： LOSS OF USE, DATA，OR PROFITS： OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY，WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIA 巨 lUTY，OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE，EVEN IF ADVISED OF THE 
P 日 SS 旧 ILITY 日 F SUCH DAMAGE. 
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紙幣、有価証券などの印刷について 


♦紙幣（外国紙幣を含む)、国債証券、地方債券、郵便切手、印紙などを複製•印刷すること、または本物と紛5わ 
しいものを作ることは、使用する意図がなくても犯罪となり罰せられます。 

• iU 下のものを、本物と偽って使用する目的で複製 • EP 刷することは、犯罪として罰せられます。 

株券-手形-小切手などの有価証券 

公務員又は役所が作成した証明書などの夕書 
契約書等、権利義務や事実証明に関する文書 
役所または公務員の印影、署名、記号 
私人の EP 影または署名 

♦著作権法により保護されている著作物（書籍、雑誌、絵画、地図、写真など）を著作者に無断で複製することは、 
個人または家庭内その他これに準ずる限5れた範囲内で使用する場合を除さ、違法となります。 


関係法律 刑法、紙幣類似証券取締法、印紙等模造取締法、郵便切手等模造等取締法、 

外国二於テ流通スル貨幣紙幣銀行券証券偽造変造及模造二関スル法律、著作権法 


電液障害防止について 


この装置は、クラス目情報技術装置です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラ 
ジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると受信障害を引さ起こすことがあります。取扱説明書に従って正し 
い取り扱いをしてください。 

VCCI - B 


高調液規制について 


この装置は、「高調波電流規格 J に C 61000 -3-2 適合品」です。 


本製品を曰本国外へ持ち出ず場台の注意 


本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、修理•保守サービスおよび技術サポートなどの対応は、曰本 
国外ではお受けでさませんのでご了承ください。 

また、曰本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないことがあります。このような国では、本 
製品を運用した結果罰せ5れることがありますが、当社といたしましては一切の責任を負いかねますのでご了承くだ 
さい。 


VOC (揮発性有機化合物）の放散 


粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼン、 TVOC の放散については、エコマーク N 0.122「プリンタ Versions 」 の物質 
エミッシヨンに関する認定基準を満たしています。 （ トナーは沖データ純正トナーカートリッジ（ブラック）を使用し、 
白黒印刷を行った場合について、試験方法 Blue Angle RAL UZ -1 22:200目の付録 S に基づき試験を実施しました。） 

A 危険 

本装置には CR 24 已日リチウム電池が使用されています。 

装置寿命期間内に、本装置内部のリチウム電池をお客様が交換する必要はありません。 

なお、何5かの理由でリチウム電池を廃棄する場合は、+極と一極をセ□八ンテープなどで絶縁してから、地方自治体の条例、 
または規則に従って廃棄してください。 

他の金属や電池と混ざると発煙、破裂の原因となります。 

ごみ廃棄場で処分されるごみの中に捨てないでください。 
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• 使用許諾契約 

m 下に記載されているものは、お客様が本機のパッケージ内の製品をご使用になる前に同意して頂いたソフトウェア 
使用許諾契約書の内容です。 


■お客様へのお願い 

本機のパッケージ内の製品をご使用になる前に、この本契約書を必ずお読みください。 

お客様がこのパッケージ内の製品をご使用された場合には、本契約に同意いただいたものとみなします。 

もし、本契約書の条項を承認いただけない場合には、速やかにお客様が購入された販売店に返却してください。 


株式会社沖データ au 下「沖データ」といいます）は、お客様に巧し下記条項に基づさこのパッケージに収納されて 
いるソフトウェア（ただし 、 Adobe Reader は除くものとし、 iU 下「本ソフトウェア」といいます。）を非独占的に 
使用する権利を許諾します。沖データは本ソフトウェアをお客様に使用許諾する権利を有しております。 

ブ 使用範囲 

お客様は、本ソフトウェアに対応する沖データ製品を所有する場合に限り、当該製品に直接またはネットワーク 
を通じて接続される複数のコンピューターにプ□グラムをインス I -ールして、本ソフトウェアを使用することが 
でさます。また、お客様は、バックアップの目的として本ソフトウェアを1部複製することがでさます。 

2 財産権および義務 

(1) 本ソフトウてアおよびその複製物の著作権、版権、所有権は沖データまたは沖データのライセンサー 
にあります。本ソフトウェアの構成、編成、コードは沖データ及び沖データのライセンサーの業務 
上の重要な機密事項及び機密情報にあたります。本ソフトウェアは米国及び曰本国の著作権法な5 
びに国際条約及びその使用される国において適用される法律の保護を受けており、書籍その他の著 
作物と同じに扱われなければなりません。 

(2) 第1条に定めた複製を除いて、本ソフトウェアの一部または全部の複製、貸与、レンタル、リース、 
譲渡、使用許諾することはでさません。 

( 3 ) お客様は本ソフトウェアを、修正、改変、翻訳、リバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆ア 
センブルしないことに同意します。 

( 4 ) お客様は本ソフトウェアのファイル名を変更しないことに同意します。 

( 5 ) お客様には本契約で認められた権利を除さ、本ソフトウェアに関するいかなる権利も付与されませ 
ん。 

3 期間 

(1) お客様への本ソフトウェアの使用許諾は、本契約が解除されるまで有効です。 

(2) お客様は、本ソフトウェアおよびその複製物を全て破棄および消去することにより、本契約を解除 
することがでさます。 

( 3 ) お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様に巧してライセンス契約の解除を 
行うことがあります。この様な解除が行われた場合には、お客様は本ソフトウェアおよびその複製 
物の全てを破棄および消去し、本ソフトウェアの使用を中止するものとします。 

4 保証 

(1) 沖データ及び沖データのライセンヴーは、本ソフトウェアに関して、じ(下のことを含む一切の保証 
をするちのではありません。 

♦本ソフトウェアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が得5れること。 

•本ソフトウェアに瑕疵がないこと。 

• 第兰者の権利を侵害していないこと。 

• 特定の目的に適合していること。 

(2) 本ソフトウェアは、予告なく改良、変更することがあります。 
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5 責任の限定 

沖データ及び沖データのライセンヴーは、本ソフトウェアによって生じる、いかなる直接的、間接的、 
派生的な損害、損失に巧してち、沖データがたとえそのような損害の発生の可能性について知らされ 
ていたとしても、また、それ5の損害についての請求が不法行為（過失を含むがこれに限定されない） 
に基づくちのであれ、その他の如何なる法律上の根拠に基づくちのであれ、お客様に巧して一切責任 
を負わないものとします。また、本ソフトウェアまたは本ソフトウェアに関連して生じた、第王者か 
5なされるいかなる請求についても、沖データ及び沖データのライセンサーはお客様に巧して一切責 
任を負担しないものとします。 

6 準拠法 

本ソフトウェアについての使用許諾契約に関しては、契約の成立も含め日本法を準拠法とします。 

7 契約の有効性 

本契約の一部が無効で法的拘束力がないとされた場合には、本契約の他の部分の有効性には影響を与 
えず、他の部分は有効かつ法的拘束力をもつものとします。 

8 輸出管理 

本ソフトウェアは、米国および曰本国の輸出管理法、その他の関連法令•規則で禁止されている国へ 
は輸出されないものとし、またかかる法令-規則で禁止されている態様で使用されないものとします。 
お客様は、適切な米国及び日本政府の輸出許可を得ずに本ソフトウェアや本ソフトウェアか!5作!5れ 
た製品を輸出、再輸出しないことに同意します。もし、お客様が この 条項に違反された場合、自動的 
にこの 契約は解除されるものとします。 

Q 完全な合意 

お客様は、本契約を読んでこれを理解したこと、および本契約がお客様に対する本ソフトウェアのラ 
イセンスについて沖データとお客様との間の事前の口頭、書面またはその他の通信手段による一切の 
合意に優先するお客様と沖データとの間の完全かつ唯一の合意であることを確認します。また本契約 
に基づくお客様の義務は、本契約に基づいてライセンスされる権利の保有者すべてに対する義務を構 
成するものとします。 

の Notice to U . S . Government End Users (米国政府機関のエンドユーザへの注意） 

All Software provided to the U . S . Government pursuant to solicitations issued on or 
after December 1,1995 is provided with the commercial license rights and restrictions 
described elsewhere herein . All Software provided to the U . S . Government pursuant to 
solicitations issued prior to December 1,1995 is provided with "Restricted Rights as 
provided for in FAR ，48 CFR 52.227 -14 (JUNE 1987) or DFAR ，48 CFR 252.227 -7013 
(OCT 1988 )，as applicable . 

本条項中で使用される " Software " とは、本契約中で定義される本ソフトウェアを指すものとします。 


なお、本ソフトウェアには、個別に使用許諾契約を有するものが含まれている場合がありますが、個別の使用許諾契 
約に同意された場合には、そのソフトウェアに関してはそれぞれの個別の使用許諾契約が優先されるものとします。 


《 Adobe Reader の使用について 

Adobe Reader は沖データがアドビシステムズ社との契約に基づきお客様に配布するものです。お客様は Adobe 
Reader に含まれているエンドューザー使用許諾契約書に同意することにより、アドビシステムズ社から Adobe 
Reader の使用を許諾されることになります。 
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♦ち全にお使いいただくために 

本製品をを全に使用していただくために、ご使用前に必ずユーザーズマニュアル(本書)をお読みください。 

ミ全上のま意表示 

A 警告この表示を無視して、誤った取0扱いをすると、人が死 t または■傷を負ラ可能性がちることを示しています。 
A ま意 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があることを示しています。 


一般のなま意 


/ K 警告 

本機内部の安全スイッチに触れな 
いでください。高電圧が発生し感 
電のおそれがあります。また、ギ 
アが回転するのでケガのおそれが 
あります。 

本機の近くで強燃性スプレーを 
190使用しないでください。装置内 
部には高温になる部分があるの 
で乂災のおそれがあります。 

A カバーが異常に熱くなったり、煙が 
出たり、変なにおいがしたり、異常 
な音がする場合は、電源プラグを 
コンセントから抜いてお客様相談 
センターへ連絡してください。 
乂災のおそれがあります。 

A 水などの液体が装置内部に入った 
場合は、電源プラグをコンセント 
から抜いてお客様相談センターへ連 
絡してください。 

乂災のおそれがあります。 

A クリップなどの異物を装置内部 
に落とした場合は、電源プラグ 
をコンセントから抜いて異物を 
取り出してください。 

感電、火災、ケガのおそれがあ 
ります。 

XiN ユーザーズマニュアルに指示して 
し、る外の操作や分解は行わない 
で < ださい。 

感電、乂災、ケガのおそれがあり 
ます。 

A 電池は、間違ったタイプと交換し 
た場合、爆発するおそれがありま 
す。本装置の電池は交換する必要 
がありません。電池には手を触れ 
ないで < ださい。 

A 装置を落下させたり、カバーを 
傷つけた場合は、電源プラグを 
コンセントか5抜いてお客様相 
談センターへ連絡してください。 
感電、乂災、ケガのおそれがあ 
ります。 

A 電源プラグは定期的にコンセント 
か5抜いて、刃の根元、および刃 
と刃の間を清掃してください。 

電源プラグを長期間コンセントに 
差したままにしておくと、電源 
プラグの刃の根元にホコリが付着 
し、ショートして乂災の原因とな 
るおそれがあります。 

/ CN 電源コード、ケーブル、アース線は、 
V ユーザーズマニュアルで指示され 

ている(外の接続は行わないでく 
ださい。 

乂災のおそれがあります。 

/ CN 通気□に物を差し込まないでく 

1 V ださぃ。 

感電、乂災、ケガのおそれがあ 
ります。 

/ CN 水の入ったコップなどを装置の上 
にのせないでください。感電、乂 
災のおそれがあります。 

装置のカバーを開けたとさは、定 
着器ユニットに触れないでくださ 
し、。やけどのおそれがあります。 

XTN トナーカートリッジ、イメージ 
い^ドラムカート IJ ッジを义の中に 
投じないでください。粉じん爆 
発によりやけどのおそれがあり 
ます。 

/ CN こぼれたトナーを電気掃除機で吸 

1 V い取らないでください。 

こぼれたトナーを電気掃除機で吸 
い取ると、電気接点の乂花などに 
より発乂する可能性があります。 
トナーを床などにこぼしてしまっ 
た場合、トナーを飛び散5さない 
よラ、めれた布などで T 寧にふさ 
取ってください。 

UPS (無停電電源)やインバーター 
を使用した場合の動作は保証して 
いません。無停電電源やインバー 
ターは使用しないでください。 
义災のおそれがあります。 



A ま意 

/ CN 電源投入時および巧刷中は、用紙の排出部に近づかな 
いで<ださい。ケガをするおそれがあります。 

壊れた液晶ディスプレーにはさわ5ないでください。 
液晶ディスプレーから漏れた液体（液晶）が目や□に 
入った場合は、直ちに大量の水で洗ミきしてください。 
必要に応じて医師の診断を受けてください。 
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〔圍 目次へ イ 前へ ） 〔►次へ ）【 〇 戻る^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


•マニュアルの構成 

本製品には iu 下のユーザーズマニュアルが付属しています。 

電子のマニュアルは、ソフトウエア DVD-ROM に格納されています。 


最初にお読み<だをい 


本体を設置しぶラ 

セットアップ編（本書） 

本機を安全に使用するための注意事項を記載してい 
ます。ご利用前に必ずお読みください。 

また、本機の設置手順や用紙のセット方法など、使 
用する前に必要な準備について説明しています。 


製品を確認する 
本機を設置する 
電源を入れる/切る 
用紙について 
原稿について 

操作ノ V° ネルを使用して文字を入力する 
各機能を使用ずる 



• プ U ントする 
• コピーする 
• ファクスずる 
• スキヤンずる 
• 本機で利用できる 
ユーテイリテイーソフトウェア 


Z 叩 ■ 

I 


とことん使いこなそう 

便利な機能/本体の設定編 

集約や仕分けなど、各機能の便利な使い方を説明し 
ています。ジョブメモリー、カラー調整、ユーザー 
認証、アクセス制御など、高度な機能についても説 
明しています。 

また、操作パネルから設定できる項目や、ネットワー 
クに関する設定についても説明しています。 


ねか6ないとをやお手入れのとをに 

困つたとをには/ 

曰々のメンテナンス編 

用紙や紙がつまったとき、エラーメッセージが表示 
されたときなどの対処方法を説明しています。消耗 
品やメンテナンスユニットの交換方法、また清掃な 
どの日常のお手入れについても説明しています。 
付録に本機の仕様び記載されています。 


• いろいろなプリントのしかた 
• いろいろなコピーのしかた 
• いろいろなファクスのしかた 
• いろいろなスキヤンのしかた 
• よく使う機能や設定の登録 
• カラー調整 
• 機器設定/レポート E 口刷 
• ユーザー認証.アクセス制御 
• メニュ ーー 覧-装置仕様 


• 困ったとさには 
• メンテナンス 
•消耗品/オプション/推奨紙 


パソコンか6管理/設定しよう 

ユーテイリテイーソフトウエア編 

Windows や Macintosh で利用できるユーテイリ 
ティーソフトウエアのインスI-ール方法や使い方を 
説明しています 


本機で利用できる 

ユー ティリティ ーソフ トウエア 

Windows/ 

Macintosh 用ユーティリティー 
Windows ユーティリティー 
Macintosh ユーテイリテイー 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ J こ ►次へ ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ずる J 


• 本機のマニュアルについて 



本機に付属のマニュアルでは、次のように表記している場合があります。 

• Microsoft ⑥ Windows ⑥7 64 -bit Edition operating system 日本語版 一 Windows 7 (64 bit 版）※ 

• Microsoft ® Windows Server ⑥ 2008 R 2 64 -bit Edition operating system 日本語版 一 Windows Server 
200 8 《 

• Microsoft ⑥ Windows Vista ⑥ 64 -bit Edition operating system 日本語版 一 Windows Vista (64 bit 版）※ 

• Microsoft ⑥ Windows Server 2008 64 -bit Edition operating system 日本語版- ► Windows Server 
2008 (64 bit 版）※ 

• Microsoft ® Windows ® XP x 目 4 Edition operating system 日本語版一 Windows XP ( x 目 4 版）※ 

• Microsoft ⑥ Windows Server ⑥2003 x 目 4 Edition operating system 日本語版 一 Windows Server 
2003 ( x 64 版）※ 

• Microsoft ® Windows ® 7 operating system 日本語版 一 Windows 1 乂 

• Microsoft ⑥ Windows Vista ® operating system 日本語版 一 Windows Vista 《 

• Microsoft ⑥ Windows Server 2008 operating system 日本語版 一 Windows Server 2008《 

• Microsoft ⑥ Windows ® XP operating system 日本語版 一 Windows XP 《 

• Microsoft ⑥ Windows Server ⑥2003 operating system 日本語版 一 Windows Server 2003《 

• Windows 7 、 Windows Vista、Windows Server 2008 、 Windows XP、Windows Server S 003 の総称 
一 Windows 

• PostScripts エミユレーシヨンー PSE、POSTSCRIPTS エミユレーシヨン 、 POSTSCRIPTS EMULATION 

※特に記載がない場合は 、 Windows 7 、 Windows Vista、Windows Server 2008 、 Windows XP、Windows 
Server 200 3 には目 4 bit 版も含みます 。 （Windows Server 2008には、目 4 bit 版、および Windows Server 
2008 R 2 も含みます。） 

本機に付属のマニュアルでは、特に記載のない限り、 Windows の場合は Windows 7 、 Mac OS X の場合は Mac 

OSX 10.7. 本機は MC 8 目 2 dn を例にしています。 

お使いの 0 S やモデルによって、本書の記載と異なることがあります。 


マーク 


C 注） 

• 本機を正しく動作させるための注意や制限です。誤った操作をしないため、ぶ^ずお読みください。 

メモつ 

• 本機を使用するとさに知っておくと便利なことや参考になることです。お読みになることをお勧めします。 

参照) 

• 参照ページです。詳しい情報や関連する情報を知りたいとさにお読みください。 

♦ この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能性があることを示しています。 

A ま意 

• この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性びあることを示しています。 


はじめに 
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〔◄前へ )【 ►次へ） 〔包 戻る )(^ ジ索引へ K 検索ずる J 


目次 


はじ剧こ . 2 

本機に付属のマニュアルについて . 2 

マニュアルの版権について . 2 

胃標について . 2 

本機に搭載のソフトウ I アについて . 3 

紙幣、有価証券などの印刷について . 4 

電波障害防止について . 4 

高調波規制について . 4 

本製品を曰本国外へ持ち出す場合の注意 . 4 

VOC (揮発性有機化合物）の放散 . 4 

使用許諾契約 . 5 

安全にお使いいただくために . 7 

安全上のま意表示 . 7 

-般的なま S . 7 

マニュアルの構成 . 8 

本機のマニュアルについて . 9 

表記 . 9 

7-ク . 9 

1製品を確認ずる . 13 

各部の名称とはた!5き . 14 

本体 . 14 

構成部品およびオプション . 16 

操作パネル . 17 

操作パネルについて . 18 

タッチノ くネルディスプレーの説明 . 18 

機能を切り替える . 18 

各機能の画面の見かた . 18 

キー表示とはた5さ . 19 

機能や操作方法を音声で案内ずる（音声案内） . 20 

く音声案内 > キー . 20 

音声案内する項目 . 20 

操作案内モードについて . 20 

音声案内を設定する . 21 

音声案内する場面 . 22 

同時に行うことがでさる機能（多重動作) . 23 

製品の確認 . 24 

2本機を設置ずる . 27 

設胃条件 . 28 
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〔◄前へ )【 ►次へ） 〔包 戻る )(^ ジ索引へ K 検索ずる J 


目次 


開個と設置のしかた . 30 

増設トレイユニットを取り付ける . 36 

プリンタードライバーを設定する . 41 

増設メモリー（オプション）を取り付ける . 43 

ケーブルを接続ずる . 45 

ネットワークケーブルを接続する . 45 

USB ケーブルを接続する . 45 

電話線に接続する . 46 

機器単体で動作を確認ずる . 49 

テスト E 口刷する . 49 

コピー動作を確認する . 49 

3 電源を入れる/切る . 51 

電源についての注意事項 . 52 

電源を入れる . 53 

電源を切る . 55 

本機を使用していないときの消費電力を抑える（節電モード） . 56 

4 用紙について . 57 

用紙について . 58 

用紙の幅と長さ . 58 

使用でさる用紙の種類 . 59 

用紙種類ごとに選択できる給紙方法と排出方法 . 62 

用紙の EP 刷可能領域 . 64 

使用でさない用紙 . 64 

5、口記号について . 65 

ffl 紙の保管 . 65 

用紙のセットのしかた . 66 

用紙トレイに用紙をセットする . 66 

用紙サイズダイヤルを合わせる . 68 

MP トレイ（マルチパーパストレイ）に用紙をセットする . 68 

トレイ設定を行う . 71 

カスタムサイズ（不定お用紙）を登録する . 72 

給紙トレイの自動切り替えについて（自動給紙切り換え機能） . 73 

匪の排 a. 74 

フェイスダウンスタッカーを使用する . 74 

フェイスアップスタッカーを使用する . 74 

5 原稿について . 75 

原*巧につし、て ... 76 

原稿の条件 . 76 




















































〔◄前へ )【 ►次へ） 〔包 戻る )(^ ジ索引へ K 検索ずる J 


目次 


原稿の読み取り可能領域 . 77 

の、幻記号について . 77 

原稿の巾畐齡 . 78 

セットでさる原稿サイズ . 79 

原稿のセットのしかた . 80 

原稿をセットする . 80 

サイズび異なる原稿をセットする（ミックス原稿） . 81 

6操作パネルを使用して文字を入力する . 83 

で字入力画面について . 84 

変換ウィンドウに表示されるで字 . 85 

で字を入力ずる . 86 

漢字/ひ！5びなを入力する . 86 

r 」（濁点）や r 」（半濁点）を入力する . 86 

ルタ字を入力する . 86 

ひらがなにする . 87 

漢割こす& . 87 

変換ずる文節の長さを変える . 88 

英字を入力ずる . 88 

ルタ字を入力する . 88 

全角の英字を入力する . 89 

カタカナを入力ずる . 89 

r 」（濁点）や r 」（半濁点）を入力する . 89 

ルタ字を入力する . 90 

半角のカタカナを入力する . 90 

記号を入力する . 90 

半角の記号を入力する . 90 

数字/空白（スペース）を入力する . 91 

数字を入力する . 91 

空白（スペース）を入力する . 91 

で字を削除/挿入ずる . 92 

文字を削除ずる . 92 

文字を挿入ずる . 92 

本文を編集ずる . 93 

改行す3 . 93 

本文の内容を表示する . 93 

7各機能を使用する . 95 

プリンター、ファクス、ス丰ャナー機能を使用ずるための設定 . 96 

索引 . 99 
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製品を巧認ずる 


各部のち赖とはた6を . 14 

操作パネルについて . 18 

製品の巧認 . 24 














各部の名称とはた 5 さ 


〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


各部の名称とはた5き 


原稿ガイド 


スキャナー部 


原稿カバー 
才ープンレバー 


通気 □ 


トップカバー 
オープンボタン 



操作パネル 


原稿台□ッ クレバー 


トツプカバー 


手差しガイド 
MP トレイ 

マルチパー J くストレイず差し） 
用紙 サポーター 


用紙トレイ1 


フ□ントカバー 


イメージドラムカートリッジ 
にシアン清甸） 


イメージドラムカートリツジ 
( M マゼンタ(赤色)） 

イメージドラムカートリツジ 
( Y イエ□—(黄色)） 



定着器ユニット 
トナーカートリッジ 
( C シアン(青色)） 
トナーカートリッジ 
( M マゼンタ(赤色)） 

トナーカートリッジ 
( Y イエ□—(黄色)） 

トナーカートリッジ 
( K ブラック篤色)） 


用紙サイズダイヤル 


イメージドラムカートリッジ 
( K ブラック(黒色)） 


用紙残量表示 


本体 


1製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


各部の名称とはた5さ 



〈インターフェース部〉 


ACC 




f 圆 

S3 目 

固- 


國 


US 巳インターフエース 
' コネクター 

ネットワーク 

インターフエースコネクター 
(100/1 DBASE ) 


パラレルインターフェース 
コネクター 


1製品を確認ずる 
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各部の名称とはた 5 さ 


〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


構成部品およびオプシ三 




、両面巧刷ユニット 



1製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ 4 前へ） 〔►次へ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


各部の名称とはた5さ 



番号 

名称 

はた5さ 

1 

液晶調整ボリューム 

タッチパネルディスプレーの明るさを調整します。 

2 

機能切り替えキー 

コピー、ファクス、スキャン、プリンターと各種画面を切り替えるとき 
に押します。選択されたキーが水色に点なします。 

3 

タッチパネルデイスプレー 

画面に直接触れて操作することができます。 

4 

く機器設定>キー 

機能を呼び出すときに押します。 

已 

くレポート印刷>キー 

各種レポートを出力するときに押します。 

6 

くジョブメモリー>キー 

ジョブメモリー機能を登録するときに押します。便利な機能/本体の設 
定編「よく使ラー連の作業を登録する（ジョブメモリー機能)」をご覧 
<ださい。 

7 

アラームランプ 

エラーがおきると赤色に点打します。 

8 

通信中ランプ 

通信中に点なします。 

9 

代行受信ランプ 

用紙がなくなった場合など、メモリーに受信データが入ると点打します。 

10 

く IJ セット>キー 

操作を中止するときや、設定を取り消して初期値にするときに押します。 

11 

く音声案内>キー 

用紙がつまったとさの解除方法や、機能の説明を音声で聞さたいとさに 
押します。音声案内中や音声案内を聞くことができる場合はキーが黄緑 
色に点滅します。 「機能や操作方法を音声で案内する 
(音声案内)」 ( P .20) をご覧ください。 

12 

テンキー 

ダイヤルするために番号を入力したり、コピー部数を指示したりする場 
合など、数字を入力するときに押します。 

13 

くファクス確認/中止>キー 

通信を確認または中止することができます。 

14 

く節電>キー 

待機時の消費電力を押さえるため、節電モードに入るときに押しま 
す。 「本機を使用していないとをの消費電力を抑える（節電モード)」 

( P . 曰目） をご覧ください。 

1已 

くプリント中割込み>キー 

コンピューターか5の印刷中に、他のコピーを優先させたいときに押し 
ます。プリント中割込みキーを押すと、キーが黄緑色に点打します。 

16 

くストップ>キー 

機械の動作を中止するとさに押します。 

17 

くカラースタート>キー 

コピーやスキャンを開始する時に押します。 

18 

くモノク□スタート>キー 

コピーやファクス、スキャンを開始する時に押します。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


操作パネルについて 


操作パネルについて 


機能を切り替える 


機能切り替えキーを押すと、コピー待機画面やファク 
ス待機画面に切り替わります。 



各機能の画面の見かた 


コピー待機画面 

メッセージ領域 


セツト枚数 





本体アイコン 


名 称 


メッセージ領域 


セツト枚数 


本体アイコン 


ご愛用スイッチ 


機 


能 


現在の状態や操作の指示、エラーメッセー 
ジなどが表示されます。 


コピー部数を表示します。 


本機の状態を表示します。コピーを行ラ 
カセツトの選択もできます。 


杉 メモ 1 

• 装着したカセットによって、画面の表示が 
変わります。 


様々な機能をここか5設定することがで 
さます。また、選択された機能の状態ち 
表示します。よく使ラ機能に変更するこ 
とがでさます。 


麗 参照) 


• 便利な機能/本体の設定編 r 待機画面によ 
く使う機能を表示する（ご愛用スイッチ)」 
をご覧ください。 


■ファクス待機画面 

ご愛用スイツチ メッセージ領域 


待機状態 



応用お 


短縮送信 

的001: 

画首 

精'革 

的002: 

h 003: 

お度 

を通 

h 004: 

リダイヤル 

的0日5: 

オフフック 

蛋号川画 


曰時、 

メモリー残 


''宛先表 


名 称 

機 能 

メッセージ領域 

現在の状態や操作の指示、エラーメッセー 
ジなどが表示されます。 

待機状態 

ファクスの待機状態を表示します。 

曰時、メモリー 
残量 

現在の曰付と時刻、ファクスのメモリー 
残量を表示します。 

宛先表 

登録した短縮ダイヤルやグループを表示 
します。また、相手先を直接登録するこ 
とちでさます。 

ご愛用スイッチ 

様々な機能をここから設定することがで 
きます。また、選択された機能の状態ち 
表示します。よく使ラ機能に変更するこ 
とがでさます。 

(麗|参照) 

• 便利な機能/本体の設定編 r 待機画面によ 
く使う機能を表示する（ご愛用スイッチ)」 

をご覧ください。 


■ス丰ヤナー待機画面 

メッセージ領域 



' W 下の 义 . 


[ wm 陥 •■ ミ ■aswaMiM 巧 

ら巧^^ If - く^い〜 \日日^ 


メール 


USB 巧り 


f 


国 I 

□-》ル PC 


ネットワ-ク PC 


リモ-卜 PC 


、メ ニュー 


名 称 

機 能 

メッセージ領域 

現在の状態や操作の指示、エラーメッセー 
ジなどが表示されます。 

曰時 

現在の日付と時刻、を表示します。 

メニュー 

スキヤンの機能を選択します。 


ヒーできます 


口"^な 


2008年4巧9日（水）15:08 メモリ残量 


フ巧ス巧横 


隨信できます. 


ツチノ くネルデイスプレーの説明 


製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


操作パネルについて 


プリンター待機画面 

メッセージ領域 



后 i 正さ^^^ 

i^E 


ご愛用 
スイッチ 



本体アイコン 


名 称 

機 能 

メッセージ領域 

現在の状態や操作の指示、エラーメッセー 
ジなどが表示されます。 

曰時 

現在の曰付と時刻、を表示します。 

本体アイコン 

本機の状態を表示します。 

メモ I 

♦ 装着したカセットによって、画面の表示が 
変わります。 

ご愛用スイッチ 

オンライン/オフラインを切り替えたり、 
ジョブ印刷を行ラときに使用します。 


丰一表示とはた!5を 




■設定丰一 

機能を設定するときに押して、設定画面を開きます。 
機能の設定後、設定値を表示するキーちあります。 
設定が必要だったり、他の機能と組み合わせがでさな 
かったりする場合は、灰色の表示になり選択できない 
ようになります。 

また、各機能の設定キーを選択するとキーが反転表示 
されます。 


設定値 


画質 


写真 


選択でさない場合 




OFF 


選択前 


写真 


選択後 


I 麵 参照） 

• 待機画面に表示される設定キー（ご愛用スイッチ）の内容を変更 
することがでさます。便利な機能/本体の設定編「待機画面によ 
く使ラ機能を表示する（ご愛用スイッチ)」をご覧ください。 


■力ーソル丰一 

数値を入力したり、機能を選択したりするとさに使用 
します。また、画面を切り替えるとさにも使用します。 


数値入力 

mm 


01 


畳 


画面切り替え 

]/2 


■[取消し]丰一、[確定]丰一 

[取消し]は、画面で設定した機能や数値を取り消して、 
その画面を閉じます。 

[確定]は、画面で指定した機能や数値を設定して、そ 
の画面を閉じます。 


取消し I [確定 


1製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ^ ( 4 前へ） 〔►次へ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


機能の説明や操作の方法を「ことば」によって案内し 
よ9 〇 


曰ドを内/丰一 

音声案内でさる場合または音声案内中は、く音声案内 
>キーが点滅します。音声案内中に、もう一度く音声 
案内>キーを押すと、音声案内を中止します。 



> [紙づまりサンプル]を押すと、紙づまりが発生した場合 
の音声案内のサンプルを表示します。 


m^mm 


ま* fIS の J 3 パーを 
[»け了«巧し了 <だザい 





音声案内ずる項目 


■ 操作案内 

機能の説明や登録•設定方法、紙づまりの解除方法な 
どを案内します。 


I ク メモ j 

• 音声案内するのは一部の機能*紙づまりのみです。 

■エラー解除案内 

紙づまりなど、本機に問題がある場合に音声で解除方 
法を案内します。 

■お知!5せガイダンス 

原稿を挿入したときの「コピーできます」など、本機 
の状態を音声で案内します。 

0 〇 

• 「エラー解除案内」と「お知5せガイダンス」は、<音声案内>キー 
の状態とは関係なく、本機の状態によって案内を自動的に始めま 
す。 

■ 動作完了音 

コピーやファクスの送受信、受信原稿の印字が完了し 
たことを案内します。 


! 参照） 


• 音設定の動作完了音にて、それぞれの完了音に「音声」を設定で 
さます。便利な機能/本体の設定編 r 機器設定画面の設定項目一覧」 
をご覧ください。 


操作案内モードについて 


操作案内には2種類のモードがあります。初期設定は 
「手動」になっています。 


<音声案内 >キーび点滅する 
画面のぺージには、このマー 
クを記載しています。 


<点滅> 


■音声案内サンプル表示 

く音声案内>キーが消なしている場合に押すと、音声 
案内の例を表示します。 



• [読取部清掃案内] 
しよ9 。 

[麗 参照) 


を押すと、読取部の清掃のしかたを表 


困ったとさには/曰々のメンテナンス編 r 本機のお手入れ」 
にち清掃の手順が載っています。 


の読取卽;青掃案内 



齡ゃ識方法を音声で案内する 



操作案内 
モード 

動 作 

自動 

音声案内でさる場合は自動的に音声案内 
を始めます。 

手動 

音声案内できる場合に、点滅している 
く 音声案内>キーを押すと音声案内を始 
めます。 


操作パネルについて 



感 ® ® ® 

@ © ® ® 

の® ® ® 

o 


o 


製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


音声案内を設定ずる 


音量や操作案内のモードなどを設定でさます。 
ブ く機器設定>夺一を押します。 



[号 


の®④ 
® ® ® 

2 [管理者設定]を押します。 




KmiiH 


わじる J 

I 

アドレス 化 II 巧 《 "陆赁 ミ 巧 II 

フ"の r か 

I 

装ち巧ぉ 

シの KT ウノ 




3 管理ちパスワードを入力し、[確定]を押しま 
す。 


J 


門 • 固 fliiaiB 画 I 睡」 

||c 本■本■本 x 本■本 ■ 

I □曰己曰曰曰曰□曰曰 
麵曰□曰□曰曰曰□己曰 


驾曰曰曰曰曰曰□已曰 


遍□曰巳曰曰曰曰□□曰 


大文了 1[空白) 


I ク メモ j 

• 工場出荷時の設定では、管理者パスワードは raaaaaa 」 と 
なつています。 


4 [機器管理]を押します。 


皆理者設定 

巧目を港巧して<ださい 
<りたッ t 巧巧ち巧に口り1ず_ 




コ e — 1「フ7クス II スキヤナ ブリン5 

g を I 1^ 


ネット9-ク 

¥巧 


玄モード 


5 


6 


[音声案内]を押します。 


機器菅理 

巧目をぷ巧してくだミい 


山 1/3 归 


i 待な画面ち志货を 

_1 

f おなじ入りタブのを 

1 

1 ® 面目巧リゎ卜巧巧 

1 



■ち贾お巧 

コ 

ニニ!/- —— 

— ft 


設定したい機能を選択します。 


藍麵円く だか 

r ,, 

[巧かま内モード 

丰肚 1 

f 巧巧去巧ち坦 

中 1 

1 エラー悄睹お円ち里 

中 1 

[お柏らせガイダンス愚を 

中 1 

1 


参照） 

• それぞれの機能の詳細については、便利な機能/本体の設定 
編「機器設定画面の設定項目一覧」をご覧<ださい。 


操作パネルについて 


1製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


操作パネルについて 


音声案内ずる場面 

音声案内する場面については、下の表をご覧ください。 


[麵 参照) 

• 設定方法については、便利な機能/本体の設定編「機器設定画面の設定項目一覧」をご覧<ださい。 


音声案内の項目 

音声案内する場面 

な里5几。 • 山 一 H ミ 凡。 

曰 ま巧 疋 • 出 ノ J 巧 化 

操作案内 

短縮ダイヤルの登録方法 

機器管理^音声案內^操作案內音量 

E メールアドレスの登録方法 

プ□ファイルの登録方法 

紙づまりの解除手順 

ファクス中止方法 

コピー応用機能で各機能を選択したとさの機能説明 

ファクス応用機能の一部 

スキャン To 機能 

スキャン応用機能の一部 

読取部の清掃方法 

エラー解除案内 

紙づまりが発生した 

機器管理^音声案內^エラー解除案內音量 

ファクス中止する場合にくストップ>キーを押した 

用紙び無くなった 

お知5せ 
ガイダンス 

自動原稿送り装置に原稿を差し込んだ 

機器管理^音声案內^お知5せガイタ'ンス音量 

ファクス送信、メール送信時の宛先確認のとさ 

ダイヤル2度押し画面が表示されたとさ 

完了音 

コピーが完了した 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^コピー完了 
音量調整：機器管理^音設定^動作完了音量 

ファクス送信が完了した 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^ファクス送 
信九/ 

音量調整：機器管理^音設定^動作完了音量 

ファクス受信が完了した 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^ファクス受 

1 曰九/ 

音量調整：機器管理^音設定^動作完了音量 

ファクス受信印字が完了した 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^ファクス受 
信印字完了 

音量調整：機器管理^音設定^動作完了音量 

メール送信完了 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^メール送信 
完了 

音量調節：機器管理^音設定^動作完了音量 

レポート印刷が完了した 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^レポート印 
刷完了 

音量調整：機器管理^音設定^動作完了音量 

印刷完了 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^印刷完了 
音量調整：機器管理^音設定^動作完了音量 

ガラス面での原稿読み取りが完了した 

出力設定：機器管理^音設定^動作完了音^ガラス面読 
取完了 

音量調整：機器管理^音設定^動作完了音量 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


操作パネルについて 


同時に行うことびでさる機能（多重動作) 


本機では、いくつかの動作を同時に行うことができます。詳しくは、下の表をご覧ください。 

い） 

• 原稿の読み取り中は、操作パネルを使用でさません。 

• 多重動作中は、個々の動作の性能が低下することびあります。 

♦ メモリーの空さ容量が少ない場合など、ご使用の状況によっては多重動作がでさないことがあります。 


〇:動作します X :動作しません A :くプリント中割込み>キーを押すとコピーできます 


次の動作 

最初の動作 

コピー 

ファクス 

送信 

ファクス 

受信 

スキヤン To E メール 
/ネットワーク PC / 
USB メモリー 

スキヤン To 
リモート PC 

コンピュー 
ターから 印 
刷 

コピー 

X 

〇 

0*3 

〇 

〇 

0*3 

ファクス送信 

〇 

0*2 

X 

〇 

〇 

〇 

ファクス受信 

X *1 

0*2 

X 

〇 

〇 

0*3 

スキヤン To E メール/ 
ネットワーク PC / USB 
メモリー 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スキヤン To リモート PC 

X 

X 

〇 

X 

X 

〇 

コンピユーターから印刷 

A 

〇 

0*3 

〇 

〇 

0*3 


*1 受信したファクスの印刷を開始していない場合は、コピーでさます。 

*2 最初の動作の通信中は、次の動作は通信予約となり、通信が完了すると予約した通信を開始します。 
*3 最初の動作の印刷が完了した後に、次の動作の印刷を開始します。 


1製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


製品の確認 


• 製品の確認 

製品が揃つていることを確認してください。 


A 注意 

ケガをするおそれびあります。 

A 

• 本体は重量が約目 8 K 呂ぁりますので、3人(上で持ち上 
げて < ださい。 


本体 



I クメモ I 

• MC 862 dn - T の増設トレイについては、 「増設トレイユニッ 
卜を取り付ける」 （ P .3 目） をご覧ください。 

♦ MC 8 已 2 dn / MC 862 dn には、オプシ3ンで i 曽設トレイユ 
ニット [1 段トレイ（□ングキャビネット付)、 [2 段トレイ 
(ショートキャビネット付)]を装着でをます。 

♦ スターター トナー カー トリッジ 

(シアン、マゼンタ、イエ□一、ブラック各1個ずつ） 



イメージドラムカートリツジ 

(シアン、マゼンタ、イエ□一、ブラック各1個ずつ） 



• イメージドラムカートリッジは本体内部にセツトされていま 
す。 

ソフトウェア DVD-ROM 



ユーザーズマニュアル（セットアップ編）（本書） 



ユーザーズマニュアル（基本操作編） 



♦ユーザーズマニュアル（困ったときには/曰々のメ 
ンテナンス編） 



♦ 製品の保証-メンテナンス品の無償提供-お客様ヴ 
ポートについて 



電源コード 



電話線ケーブル 



ケーブル 

♦キャップ （2 個） 

本機の□ックを解除したあと、□ック部にはめ込み 
ます。 


0 0 


製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


製品の確認 


♦カバー 

「 TEL コネクター」を使用しないときに 「 TEL コネ 
クター」に差し込みます。 



♦ □ック解除工具 

本機の□ックを解除するときに使います。 



♦コードガイド 

本機に接続したコード類をまとめるときに使います。 



♦コードクランプ （2 個） 

本機に接続したコード類をまとめるときに使います。 



♦フェライトコア （2 個） 

電話線ケーブルを LINE コネクタおよび TEL コネク 
夕に接続する時に使用します。 


CO 

♦ プリンターケーブルは添付されていません。お使いのコンピュー 
ターに合わせて別途用意してください。 

• 個包箱、緩衝材は本機を輸送するとさに使います。捨てずに保管 
して < ださい。 

• 電話線ケーブルは添付されているものをご使用ください。 

4芯のケーブルを使用すると通信がでさません。 




1製品を確認ずる 


■2 曰- 

















製品の確認 


〔圍 目次へ ) （ 4 前へ J こ ►次へ ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ずる J 


モ 

メ 



1製品を確認ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


設置条件 

• 設置条件 


■ 動作環境 

次の温度、湿度を満足する場所に設置してくださし、。 


周囲温度： 1日〜32で 

周囲湿度： 2日〜8日 ％ RH (相対湿度) 

最大湿球温度： 2己で 


結露しないように注意してください。 

周囲湿度が30% iU 下の場所に設置する場合は、加湿 
器または静電気防止マットなどを使用してください。 

粉塵、オゾン、スチレン、ベンゼン、 TVOC の放散に 
ついては、エコマーク No . 122「プリンタ」の物質エミツ 
シヨンに関する認定基準を満たしています。 （ トナーは 
沖データ純正トナーカートリッジを使用し、白黒 EP 刷 
およびカラー EP 刷を行なった場合について、試験方法 
Blue Angel RAL UZ -1 22:2006の付録 2 に基づき 
試験を実施しました。） 


■設置に関ずる注意 


A 警告 


•高温になる場所や火気の近くには設置しないでくださし、。 

•化学反応を起こすよラな場所（実験室など）には設置し 
ないで < ださい。 

• アルコール、シンナーなどの引乂性溶液の近くには設置 
しないで < ださい。 

•ルさなお子さまの手の届く所には設置しないでくださし、。 

•不安定な場所（ぐ5ついた台や傾いた所など）には設置 
しないで < ださい。 

• 湿気やほこりの多い場所、直射日光の当たる場所には設 
置しないでください。 

• 潮風、腐食性ガスの環境には設置しないでください。 
•振動が多い場所には設置しないでください。 

• 本機の通気□をふさぐよラな場所には設置しないでくだ 
さい。 


A 注意 


•毛足の長いジュータンやカーぺットの上には直接設置し 
ないで < ださい。 

• 密室などの通気性、換気性の悪い場所には設置しないで 
<ださい。 

• 狭い部屋で長時間連続してご使用になるときは、換気に 
ご注意ください。 

•強い磁界やノイズの発生源から離して設置してくださし、。 
• モニターやテレビか5離して設置してください。 

•本機を移動するとさは、本機の両側を持ってください。 

• 本体は重量が約目 8 kg ありますので、3人上で持ち上 
げて < ださい。 

•大量に印刷したり、長時間連続してご使用になるときは、 
換気に/こ N 掛けてください。 


■設置スペース 

本機の足が乗る大ささの平らな机の上に置いてくださ 
い。 

本機の周りに十分なスペースを取ってください。 



• 側面図 （ MC 8 己 2 dn / MC 862 dn ) 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


設置条件 


•平面図 （ MC 8 己 2 dn / MC 862 dn オプシ3ントレイ 
装着時、 MC 8 目 2 dn - T ) 



• 側面図 ( MC 852 dn / MC 862 dn オプシ3ントレイ 
装着時、 MC 8 目 2 dn - T ) 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


開個と設置のしかた 

•開姻と設置のしかた 


ブ 保護具を取り外します。 

0 〇 

• 個包箱や保護具は、装置を輸送するとさに使いますので保管 
しておいて < ださい。 

(1) 個包箱か5装置を取り出し、インストラ 
クシヨンシートと績衝材を取り除さます。 

0 〇 

• 装置は必ず3人上で持って<ださい。 



(2) 背面、側面の保護テープをはがします。 



(3) 原稿カバーオープンレバーを引さ、原稿 
カバーを開けます。 



(4) サブカバーを開け、保護シートと保護具 
を取り外します。 



(5) 原稿カバーを閉じます。 


原稿カバー 



(6) 原稿台カバーを上げます。 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


開個と設置のしかた 


(7) 保護シートを取り外します C 



(8) 原稿台カバーを元の位置に戻します。 



(9) 原稿台□ックレバーを手前に引さ、原稿 
台を上げます。 


原稿台 



す。 



(11) 保護テープ、乾燥剤を取り除さます。 




(13) MP トレイの両端を持ち、手前に開さます。 



(14) 保護シートを取り除さます。 



保護シート 


本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


開個と設置のしかた 


(15) MP トレイを閉じます。 



2 イメージドラムカートリッジを取り出します。 

(1) レバーを手前に引さ、原稿台を持ち上げ 
ます。 



(2) トップカバーオープンボタンを押し、トツ 
プカパーを開けます。 



(3) イメージドラムカートリツジ (4 個)を両 
手で静かに取り出します。 



• イメージドラム（緑の筒の部分）は、非常に傷つさや 
すいため取り扱いには十分注意してください。 

• イメージドラムカートリッジは、直射日光や強い光（約 
1已00ルクス LU 上）に当てないでください。室内の照 
明の下でも已分間！;(上は放置しないでください。 

〈イメージドラムカートリツジの持ち方〉 




片手で持たないでください。 

(4) イメージドラムカートリツジを新聞紙等 
の上に置さます。 

(5) 保護シートを止めているテープをはがし、 
矢印の方向に引さ抜さます。 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


開捆と設置のしかた 


3 トナーカートリッジをイメージドラムカート 
リッジにセットします。 

0 〇 

• 必ず製品購入時に本製品に添付されていたイメージドラムと 
トナーカートリッジをセットして < ださい。 

交換用、ちしくは他の製品で使用していたちのを使用すると、 
本製品に添付されていたイメージドラムとトナーカートリッ 
ジは使用でさなくなります。 

[^ク メモ J 

• 製品購入時に添付されているトナーカートリッジは、約 
2,300枚印刷可能です。 

• トナーカートリッジの印刷可能枚数は、用紙サイズが A4、 
印字濃度び工場出荷設定で ns 日/ IEC 19798」に準拠し 
た値です。実劇こ印刷可能な枚数は、お客様のご使用状況に 
より、異なります。 

nsO/lEC 19798」は、国際標準機構 (International 
Organization for Standardization) より発行された「印 
字可能枚数の測定方法」に関する国際標準です。 

(1) トナーカートリッジを包装袋か5取り出 
しよ9 〇 

(2) 縦と横に数回振ります。 



(3) トナーカートリツジを水平にして、テー 
プをゆっくりとはがします。 



(4) トナーカートリツジのラベルの色とイ 
メージドラムカートリツジのラベルの色 
が合っていることを確認します。 

(5) イメージドラムカート IJ ツジからトナー 
カバーを取り外します。 



(6) テープをはがした面を下にして、トナー 
カートリツジの穴をイメージドラムカー 
トリツジのポストに差し込みます。 


(7) トナーカートリッジのち側の溝を力ート 
リッジガイドの突起にしっかり押し込み 
ます。 



(8) トナーカートリッジのレバーを矢 EP の方 
向に止まるまで回します 0 



0 〇 

• トナーカートリッジを無理に}甲し込まないでください。 
きちんと入5ないときは、トナーカートリッジのレパー 
とイメージ ドラムカートリッジのラベルの色が合って 
し、るか確認してください。色が一致しないとトナーカー 
トリ ッジは取り付け 5 れないようになっています。 

♦ トナーカートリッジがをちんと固定されていないと、 
印刷品質が低下することがあります。 


4 イメージドラムカートリッジを本体にセット 
します。 

(1) イメージドラムカートリッジのラベルの色 
と本機のラベルの色を合わせます。 

(2) イメージドラムカートリツジ (4 個)を静 
かに戻します。 


ラベル 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


開個と設置のしかた 


(3) トップ カバーを 閉じます。 



トップカバー 


(4) 原稿台を元の位置に戻します。 



• 操作パネルの[トナーを交換してください]の表示が 
いつまでち消えないとさは、トナーカートリッジのレ 
バーが矢印の方向にいっぱいまで動かされているか確 
認してください。 

5 用紙トレイに用紙をセットします。 

(1) 用紙トレイを引き出します。 



(2) 用紙ストッパーと用紙ガイドを用紙サイ 
ズに合わせ、確実に固定します。 



0 〇 

• 用紙ストッパーは、つまんで動かしてください。 

♦ プレートについているコルクは、はがさないでくださ 
い。 

[> メモ] 

• A 目サイズの用紙をセットする場合は、用紙ストッパー 
を手前まで移動し、外してか5図の位置に取り付け直 
します 0 



0 〇 

• 適していない用紙を使用すると、装置が故障するおそ 
れがあります。 

参照) 

• 用紙については、 「使用でさる用紙の種類」 （P. 己 9) 

を参考にしてください。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


開姻と設置のしかた 


(4) 用紙カセツトの手前側に、 EP 刷面を下に 
向けて、用紙をセットします。 



• 用紙ガイドの「▽」マークを越えないようにセットし 
ます。 （82 g / m ム（連量 70 kg ) 紙で300枚） 


(5) 用紙サイズダイヤルを、セットした用紙 
のサイズに合わせます。 

セットした用紙の向さと、用紙サイズダ 
イヤルの記号が合うようにしてください。 


[[麗 参照) 

• 詳しくは、 「用紙サイズダイヤルを合わせる」 （ P . 目 8) 
をご覧ください。 



(6) 用紙カセツトを装置本体に戻します。 



6 □ックを解除します。 

(1) 添付の□ック解除工具で、側面のネジ (2 ヶ 
所）を矢 EP の方向に回し、□ックを解除 
します。 



(2) □ック解除工具を、装置の背面に取り付 
けます。 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設トレイユニ 


卜を取り付ける 


増設トレイユニットを取り付ける 


セットできる用紙を増やしたいときに取り付けます。最大2段のトレイを増設できます。1つのトレイに 64 g / m 2 (連 
量 55 kg ) 紙の場合550枚セットでさ、標準の用紙トレイ、 MP トレイと合わせて最大1530枚を連続して印刷で 
さるようになります。 MC 852 dn / MC 8 目 2 dn では、オプションとなります。 

0 〇 

• A 6 用紙は使用でさません。 


I ク メモ j 

♦増設したトレイを、トレイ2、トレイ3と呼ぶことがあります。 



ここでは、2段トレイ（ショートキャビネット付）を 
取り付ける場合を例にしています。1段トレイ（□ン 
グキャビネット付）も同様の手順で取り付けます。 

1 個包箱か！5増設トレイユニットを取り出し、 
緩衝材、保護材を取り外します。 

0 〇 

• 増設トレイユニットは、必ず2人 m 上で持ってください。 


2 本機の電源を OFF にし、電源コード、ケーブ 
ル類を取り外します。 

0 〇 

♦ 電源を ON のまま取り付けると、装置が故障するおそれがあ 
ります。 

I 麗 参照） 

• 電源の切り方は 「電源を切る」 （ P . 日日） をご覧ください。 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設トレイユニットを取り付ける 


3 転倒防止足を取り付けます。 


(1) 転倒防止足（まえ用）を、増設トレイユニッ 
卜の左側面に、3本のネジでとめます。 



(2) 転倒防止足（うしろ用）を、増設トレイュ 
ニットの左奥の角に合わせます。 




(4) 背面に、2本のネジでとめます。 



(5) (1) 〜 （4) と同じ手順で、ち側面に、転倒 
防止足（まえ用）、（うしろ用）を取り付け 
Os 9 〇 



4 装置本体を増設トレイユニットに載せます。 


A 注意 

ケガをするおそれがあ 0 ます 

A 

• 本体は重量が約目 8 Kg ありますので、3人！;!上で持 
ち上げてください。 


(1) 本体の底面の穴と増設トレイユニットの 
3ヶ所の突起の位置を合わせます。 


本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設トレイユニットを取り付ける 


(2) 本体を増設トレイユニットの上に静かに 
載せます。 



5 本体と増設トレイユニットを仮止めします。 

増設トレイユニットの支柱のネジ8ヶ所をゆるめてか 
ら、仮止めします。 

仮止めする箇所は、左側面2か所、ち側面2か所です。 
最初に左側面から行います。 

0 〇 

• ここではネジはさつ<しめないで<ださい。 

(1) 増設トレイの支柱の固定ネジ、左側面4ヶ 
所、ち側面4ケ所をゆるめます。 

左側面 


支柱 



ち側面 

支柱 



(2) とめ具を、装置の左側面の手前側か!5取 
り付け位置に差し込みます。 



(3) とめ具の下の穴と、増設トレイユニットの 
ネジ穴の位置を合わせ、ネジを差し込み、 
軽くしめます。 

0 〇 

• さつ<しめないで<ださい。 






一^^ 

0 





M 




(4) とめ具の上の穴と、本体のネジ穴の位置 
を合わせ、ネジを下か!5差し込み、軽く 
しめます。 



■38 - 


本機を設置ずる 


































































































































〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設トレイユニットを取り付ける 


(5) (2) 〜 （4) の手順で、左側面の奥側を2 
か所、仮止めします。 



(6) とめ具を、装置のち側面の手前側か! 5、 取 
り付け位置に差し込みます。 



(7) (3) 〜 （4) の手順で、ち側面の手前側を仮 
止めします。 
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(8) (6) 〜 （7) の手順で、ち側面の奥側を仮止 
めします。 



6 本体と増設トレイユニットを固定します。 

手順已でゆるめたネジ8ヶ所と仮止めしたネジ8ヶ所、 
合計1目ヶ所をしっかりしめます。 

• 左側面 




本機を設置ずる 


































































































































































































































〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設トレイユニットを取り付ける 


7 サイドカバーを取り付けます。 

(1) サイドカバー（左用）を準備します。 



(2) サイドカバー(左用）のフックを、増設卜 
レイユニットの下側の穴にかけ、増設卜 
レイユニット側に押し、取り付けます。 



(3) サイドカバーが確実に取り付け!5れてい 
ることを確認します。 

(4) サイドカバー（ち用）を準備します。 


/! 



(5) (2) 〜 （3) と同様の手順で、ち側面にサイ 
ドカバー（ち用）を取り付けます。 



(6) 左ちのサイドカバーが確実に取り付け5 
れていることを確認します。 


8 転倒防止足カバーを取り付けます。 


(1) 転倒防止足に、カバー (6 ケ所）をスラ 
イドさせて取り付けます。 




カバー 


口） 転倒防止足カバーが確実に取り付け!5れ 
ていることを確認します。 

9 本機を設置位置に移動し、前の夺ャスター 
(2 ケ所）を□ックします。 
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〔圍 目次へ^ ( 4 前へ） 〔►次へ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設トレイユニットを取り付ける 


の 電源コード、ケーブル類を取り付け、電源を 
入れます。 

11 操作パネルに増設トレイ付さの装置が表示さ 
れていることを確認します。 

の プリンタードライバーでトレイの数を設定し 

よ9 〇 

プリンタードライバーで増設トレイユニットを認識させ 
るための設定が必要です。 

プリンタードライバーをセットアップしていない場合 
は、基本操作編「プリントする」を参照し、プリンター 
ドライバーをセットアップしてからじ(下の設定を行って 
<ださい。 

0 〇 

• コンピューターの管理者の権限が必要です。 


プリンタードライバーで増設トレイを設定します。 

麗 参照) 

• プリンタードライバーをインス!-ールする方法については、基本 
操作編「プリントする」を参照してください。 

■ Windows の場合 

□ Windows PS プリンタードライバーの場合 

1 [スタート]をクリックし、[デバイスとプリ 
ンター]を選択します。 

2 [OKI MC 862( PS )] アイコンをちクリック 
し、[プリンターのプ□パティ]を選択します。 

3 [デバイスの設定]タブを選択します。 

4 ネットワーク接続の場合は、[インストール可 
能なオプション]で[プリンタの情報を取得 
する]を選択し、[セットアップ]をクリック 

0 cK 9 〇 

US 巨接続の場合は、[インス!ル可能なオプション] 
の[トレイ数]で現在のトレイ総数を選択します。 

5 [0 K ] をクリックします。 



プリンタードライバーを設定する 


本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ 4 前へ） 〔►次へ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設トレイユニットを取り付ける 


□ Windows PCL プリンタードライバーの場合 

1 [スタート]をクリックし、[デバイスとプリ 
ンター]を選択します。 

2 [OKI MC 862( PCL )] アイコンをちクリック 
し、[プリンターのプ□パティ]を選択します。 

3 [デバイスオプション]タブを選択します。 

4 ネットワーク接続の場合は、[プリンタの情報 
を取得する]を選択します。 

US 巨接続の場合は、[トレイ数]に現在のトレイ総数を 
選択します。 

5 [ OK ] をクリックします。 



■ Mac OS X の場合 

Mac OS X ではプリンタードライバーをインス I -- ル 
する前にオプションが追加されている場合には自動的 
にデバイス情報が取得されますが、 rip プリント」や 
rBonjour ( Rendezvous )」 で接続した場合は自動的に 
デバイス情報が取得されません。 「 AppleTalk 」 で接続 
した場合にもプリンタードライバーのインストール後 
にオプションを追加した場合には自動的にデバイス情 
報が取得されません。 

これ5の場合、下の手順にてオプションを設定して 
<ださい。 


□ Mac 0 SXPS プリンタードライバーの場合 
(Mac 0 SX 10.5 - 10.7) 

1 アップルメニューか!5 [システム環境設定] 

を選択します。 

2 [プリントとスキヤン] (0 SX 10. 己〜10.6 
では[プリントとファクス])をクリックしま 
す。 

3 本機を選択し、[オプションとサプライ]をク 
リックします。 


4 [ドライバ]タブを選択します。 

5 [トレイ数]で、現在のトレイ総数を選択し、 
[0 K ] をクリックします。 

■ tMM リブ3イ の レベル . 

((の巧をドうイけ； 0 KIU なた(め ；」 

ブ U Sr 由 atw で由オブシ a b t#iM f 化 tnss こ =k 正し nT い A こ占 4fe 
B レピ gtL ブ u ジび > ブシ ■ 占 ^ の n-H ヴ ■ アに 3V 、 で甘、ブ yivy のル 



□ Mac OS X PS プリンタードライバーの場合 
(Mac OSX 10.3.9 -10.4 .11) 

メモ J 

• 次の手順では 、 Mac OS X 10.4 .1 1を例にしています。お使い 
の日 S によって、記載と異なることがあります。 

1 [移動]メニューか!5 [ユーティリティ]を選 
択し、[プリンタ設定ユーティリティ]をダブ 
ルクリックします。 

2 本機を選択し、[情報を見る]をクリックしま 
す。 

3 プリンター名の下のポップアップメニューか 
5 [インストール可能なオプション]を選択 
します。 

4 [トレイ数]で、現在のトレイ総数を選択し、[変 
要を適用]をクリックします。 

5 [プリンタ情報]を閉じます。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


増設メモリー（オプション）を取り付ける 

♦増設メモリー（オプション）を取り付ける 


本機のメモリー容量を増やしたいときに取り付けます。 
[メモリオーパ'-しました]と表示されるときなどに追 
加します。 

標準で25目 M 目のメモリーが装着されています。さ5 
に増設する場合は、25目 M 目のメモリーを外してくだ 
さい。 

増設メモリー 


型名： MEM 已 12C 


型名 

メモリー量（総メモリー 
量） 

MEM 已 12 C 

曰 12 M 巨 （768 M 巨） 


0 〇 

• 必ず沖データ純正品を使用してください。沖データ純正品！;>1 
外を使用した場合、動作の保罰はでさません。 

♦ 標準で取り付けてあるメモリーを外し、増設メモリーと入れ 
替えます。 

• 長尺印刷を行ラ場含は、増設メモリーの追加を推奨します。 

ブ 電源を OFF にし、電源コード、ケーブル類を 
取り外します。 

い） 

♦ 電源を日 N のまま取り付けると、装置または増設メモリーが 
故障するおそれがあります。 

• 電子部品やコネクター端テには触5ないでください。 

• メモリーの向さにご注意ください。メモリーの端テ部には切 
り欠さ部分があり、ス□ットのコネクターと勘合するように 
なつています。 

[麗 参照) 

• 電源の切り方は 「電源を切る」 （P. 己己） をご覧ください。 

2 メモリーを外します。 

( 1 ) メモリーを袋か5取り出す前に、袋を金 
属部に接触させて静電気を除去します。 

(2) サブカバーのくぼみに指を入れ、手前に 
引さ、開さます。 



(3) 取り付けてあるメモリーの両端のツメを 
広げます。 

0 〇 


• メモリーの左脇のケーブル（白色）には触5ないでく 
ださい。 

ケーブル(白色） 




3 増設メモリーを取り付けます。 

( 1 ) メモリーをス□ットに斜めに押し込みま 
す。 

〇〇 

• メモリーの左脇のケーブル（白色）には触5ないでく 
ださい。 



(2) メモリーを装置側に押し、固定します。 


ヶーブル(白色) 



本機を設置ずる 


サブカバー 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


(3) メモリーの左脇のケーフル（白色）がコ 
ネクターか5抜けていないことを確認し 
ます。 

(4) サブカバーの扉を閉じます。 



4 電源コード、ケーブル類を取り付け、電源を 
ON にします。 

5 増設メモリーが正しく取り付け！5れているこ 
とを確認します。 

(1) く機器設定>夺一を押します。 


□ 




の®④ 

® ® ® 

(2) [装置情報]を押します。 

' 网 I 


长ドレス卿「用巧 I 巧資窒相 I フ•の M * 


卜理る巧を 


シ ' i フ'メモリ 

巧を 


シのがウン 


(3) [システム情報]を押します C 


装5巧巧 


(4) メモリー容量を確認します。 



0 〇 

• メモリー容量が正しく表示されない場ちは、メモリー 
を取り付け直してください。 


歷|<ださぃ 



増設メモリー（オプション）を取り付ける 


本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


ケーブルを接続する 

♦ ケーブルを接続ずる 



1 イーサネットケーブルと八ブを準備します。 

0 〇 

♦ イーサネットケーブルと八ブは添付されていません。イーサ 
ネットケーブル（カテゴリ己、ツイストペアケーブル、スト 
レート）と八ブを別途用意してください。 

〈イーヴネットケーブル〉 〈八ブ〉 

2 本機をネットワークに接続します。 

(1) イーヴネットケーブルを本機のネット 
ワークインターフエースコネクターに差 
し込みます。 


(2) イーヴネットケーブルを八ブに差し込み 
ます。 



参照) 

• 本機を接続するネットワークに DHCP サーバーなどがある 
場合、電源を入れ直す度に IP アドレスび新たに設定されま 
す。本機の IP アドレスび変更された場合は、ネットワーク 
の再設定を行ってください。日 KI LPR ユーティリティを使 
用すると、本機の IP アドレスび変更されたとを、自動的に 
ネットワークの再設定が行われます。詳しくは、ユーティリ 
ティーソフトウェア編 「OKI LPR ユーティリティ」の rip 
アドレスを自動的に設定する」をご覧ください。 


ブ US 目ケーブルを準備します。 

0 〇 

• US 目ケーブルは添付されていません。 US 目 2.0 仕様のケー 
ブルを別途用意してください。 

♦ US 目2.0の FHi - SpeedJ モードで接続する場合は、 Hi - 
Speed 仕様の USB ケーブルを使用してください。 



2 US 目ケーブルを接続します。 

(1) US 目ケーブルを本機の US 目インター 
フ ェースコネクターに差し込みます0 

0 〇 

• US 目ケーブルをネットワークインターフェースコネク 
ターに差し込まないよラ注意してください。故障の原 
因となります。 

(2) US 目ケーブルをコンピューターの USB 
インターフェースコネクターに差し込み 
ふ9 〇 




USB ケーブルを接続する 


ットワークケーブルを接続する 


本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


ケーブルを接続する 


電話線に接続する 


お使いの環境によって、電話線ケーブルの接続のしか 
たが異なります。次の図を参考に、ご自身の環境に合 
うように接続してください。 

0 〇 

• に DN 回線には接続できません。に DN 回線に接続するためには、 
夕ーミナルアダプタ ( TA ) を使用し、本機の LINE コネクターに 
接続してください。 

• 必ず添付の電話線ケーブルを使用してください。添付 m 外の電話 
線ケーブルを使用すると誤作動することがあります。 


1 電話線にフェライトコアを取り付けます。 



2 お使いの環境に合った接続を行います。 

♦ 公衆回線に接続する場合 

(ファクス 専用（本機に電話機を接続しない場合) 
として使う場合） 

電話線ケーブルを本機の 「LINE コネクター」に差し込 
みます。 


本機の添付品のカバーを 「TEL コネクター」に差し込み 
ます。 


LINE コネクター TEL コネクター 



• 誤って [ TEL コネクター]に差し込まないよラにしてくだ 
さい。 


• 公衆回線に接続する場合 
(本機に電話機を接続する場合） 

公衆回線（アナ□グ）に繫いだ電話線ケーブルを 「LINE 
コネクター」に差し込みます。 

外付け電話機の電話線ケーブルを 「TEL コネクター」に 
差し込みます。 


LINE コネクター TEL コネクター 



0 〇 

• 本機の TEL コネクターに接続でさる電話機は I 台のみです。 

• 本機と電話機は、ブランチ接続（並列接続）しないでくださ 
し、。ブランチ接続（並列接続）すると、 m 下のよラな支障が 
あり、正常に動作でをなくなります。 

• ファクスを送ったり受けたりしているとさに、ブラン 
チ接続(並列接続）している電話機の受話器を上げると、 
ファクス画像が乱れたり通信エラーび起さることがあ 
ります。 

♦ 電話がかかってをた場合は、ベルのなり遅れや途中で 
止まったり、ファクスが送信された場含は、ファクス 
を受信でさないことがあります。 



(> メモ] 

• 直接配線の場合は、別途工事が必要です。ご利用の電話会社 
にお問い合わせください。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


♦ ADSL 環境に接続する場合 

ADSL モデムに繫いだ電話線ケーブルを 「 LINE コネク 
ター」に差し込みます。外付け電話機の電話線ケーブル 
を 「 TEL コネクター」に差し込みます。 


LINE コネクター TEL コネクター 



[^クメモ] 

• ダイヤルしない（発信しなし、）場合は、[ダイヤルトーン検肚 
を [ OFF ] にしてください。詳しくは基本操作編「ダイヤル 
I -ーン演出を設定する」を参照してください。 

♦ ファクシミリの送受信ができない場合、[スーパー G 3] を 
[ OFF ] にしてください。詳しくは便利な機能/本体の設定 
編「[管理者設定]を}甲したとさ」の r 設置モード」を参照 
して < ださい。 

♦ ひかり電話 （ IP 電話）に接続する場合 

ひかり電話 （ IP 電話）対応電話につないだ電話線ケーブ 

ルを 「 LINE コネクター」に差し込みます。 

外付け電話機の電話線ケーブルを 「 TEL コネクター」に 

差し込みます。 

0 〇 

• スーパー G 3 で通信する場合、プ□バイダーの通信品質び保 
記されていることをご確認ください。 


LINE コネクター TEL コネクター 



(> メモ] 

• ダイヤルしない（発信しなし、）場合は、[ダイヤルトーン検肚 
を [ OFF ] にしてください。詳しくは基本操作編「ダイヤル 
トーン演出を設定する」を参照してください。 

• ファクシミリの送受信ができない場合、[スーパー G 3] を 
[ OFF ] にしてください。詳しくは便利な機能/本体の設定 
編「[管理者設定]を}甲したとさ」の r 設置モード」を参照 
して < ださい。 


ケーブルを接続する 


• CS チューナーやデジタルテレビを接続する場合 

公衆回線（アナ□グ）に繫いだ電話線ケーブルを 「LINE 
コネクター」に差し込みます。 

CS チューナーまたはデジタルテレビに繫いだ電話ケー 
ブルを 「 TEL コネクター」に差し込みます。 


LINE コネクター TEL コネクター 



♦ 構内交換機 （ PBX )、 ホームテレフオン、ビジ 

ネスホンを接続する場合 

公衆回線（アナ□グ）に繫いだ電話線ケーブルを 「LINE 
コネクター」に差し込みます。 

P 巨 X 等の制御装置に繫いだ電話線ケーブルを 「 TEL コ 
ネクター」に差し込みます。 



メモ J 

• ホームテレフォンとは、電話回線1、2本で複数の電話機を 
接続して、内線電話やドアフォンも使用でさる家庭用の簡易 
交換機です。 

• ビジネスフォンとは、電話回線3本 m 上収容可能で、その 
回線を多くの電話機で共有でを、内線電話などもでさる簡易 
交換機です。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


ケーブルを接続する 


♦ 内線電話として接続する場合 

P 目 X 等の制御装置に繫いだ電話線ケーブルを 「 LINE コ 
ネクター」に差し込みます。 

本機の添付品のカバーを 「 TEL コネクター」に差し込み 
ます。 


LINE コネクター TEL コネクター 



3 ケーブル類をまとめます。 

• ち側にケーブル類をまとめるとき 
ち側のコードクランプに、ケーブル類をまとめます。 



♦ 左側にケーブル類をまとめるとき 

ケーブル類をコードガイドに通し、左側のコードクラン 
プにまとめます。 



本機を設置ずる 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


コピーが 始まります。 


髮のコピー動作を確認します。 


け 


ちの手順では、工場出荷時の設定を使用しています。 

C コピー>キーを}甲して、コピー画面に切り替えておさます。 


ピー動作を確認する 


巧 M 


可 

J° 。 




グ 


I ―〇 〇 〇 j 

III III 

II 9°° 〇 

Sll 


参照） 

• 「原稿について」 （ P .76) をご覧ください。 

く カラースター ト>夺 一 またはくモノク □ス 
夕ート>夺一を押します。 


原稿をセツトします。 

♦ 自動原稿送り装置のとさ 
原稿を表にして、先頭ページが1番上になるよ 
うにセツトします。 




(謹 I 

口 

|;i!i ぶ I 


II ^ 

/ 

—mf 


♦ガラス面のとさ 

原稿を裏にして、原稿の角が左手奥側のセット 
基準に合うようにセツトします。 


機器単体で動作を確認ずる 


廣 参照 J 

• 電源を入れる方法については、 「電源を入れる」 （ P . 己 3) を参照してください。 


テスト印刷する 


印刷でさるか確認します。 

1 くレポート EP 刷 >夺一を押します。 



2 [機器設定]を押します。 


頂 レ目祗だ嘘1 



1機器設定 

1装置1情報 

ファクス 

スキャナ 

-^ 

1 / y ノタ 1 



3 確認の画面が表示されるので、[はい]を押し 

〇 


棘燃 





2 


機器単体で動作を確認する 



本機を設置ずる 
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ケーブルを接続する 


〔圍 目次へ ) （ 4 前へ J こ ►次へ ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ずる J 


モ 

メ 



本機を設置ずる 
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電源を入れる/切る 


電源についてのま意事頃 . 已2 

電源を入れる . 53 

電源を切る . 55 

本機をほ用していないとまの消費電力を抑える 
(節電モード) . 已6 


電源を 

入れる/切る 














〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


電源についての注意事項 


電源についての注意事項 


A 警告 


乂災や感電のおそれがあります。 


A A 


•電源コード、アース線の取り付け、取り外しは必ず電源スイッチを日 FF にしてから行ってください。 

•アース線は必ず専用のアース端子に接続してください。アースが取れない場合はお買い求めの販売店にご相談ください。 
•水道管、ガス管、電話線のアース、避雷針などには絶対に接続しないでください。 

•アース端子の接続は必ず、電源プラグに電源を繫ぐ前に行ってください。また、アース端子を外す場合は、必ず電源プラグを 
電源から切り離してか5行ってください。 

• 電源コードの抜き差しは必ず電源プラグを持って行ってください。 

• 電源プラグは確実にコンセントの奥まで差し込んでください。 

• 濡れた手で電源プラグを抜さ差ししないで<ださい。 

• 電源コードは踏まれない場所に設置し、電源コードの上には物を置かないでください。 

• 電源コードをたばねたり、結んだりして使用しないでください。 

• 破損した電源コードを使用しないでください。 

• たこ足配線はしないでください。 

•本機と他の電気製品を同じコンセントに接続しないでください。特に、空調機、複写機、シュレッダなどと同時に接続すると、 
電気的ノイズによって本機び誤動作することがあります。やむを得ず同じコンセントに接続するときは、市販のノイズフィル 
夕かノイズカットトランスを使用してください。 

•添付の電源コードを使用し、直接コンセントに差し込んでください。他の製品用の電源コードを本機に使用しないでください。 
•延長コードは使用しないでください。やむを得ず使用する場合は、定格1曰 A (上のものを使用してください。 

•延長コードを使用すると、 AC 電圧降下により、正常に動作しない場合があります。 

•電源プラグは定期的にコンセントから抜いて、刃の根元、および刃と刃の間を清掃してください。電源プラグを長期間コンセ 
ントに差したままにしておくと、電源プラグの刃の根元にホコリが付着し、ショートして乂災の原因となるおそれがあります。 
• 印刷中に電源を切ったり電源プラグを抜かないで < ださい。 

• 連休や旅行で長期間使用しない場合は、電源コードを抜いてください。 

• 添付の電源コードを他の製品に使用しないでください。 


• iU 下の条件を守つてください。 

交流 ( AC ) :1 OOV + 10% 

電源周波数：己 OHz または目 OHz ± 2% 

• 電源が不安定な場合は、電圧調整器などを使用してください。 

♦本装置の最大消費電力1 3 C ) C ) W です。電源容量に十分を裕があることを確認してください。 

• UPS (無停電電源）やインバーターを使用した場合の動作は保証していません。無停電電源やインバーターは使用 
しないで < ださい。 


電源を 

入れる/切る 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


電源を入れる 


電源を入れる 

電源コードを接続します。 

(1) 電源スイッチが OFF (0) になつている 
ことを確認します。 



(2) 電源コードを本機に差し込みます。 



口） アース線をコンセントのアース端子に接 
続します。 



アース端子 


ス線 


A ま意 

感電のおそれがあります。 

A 

• 必ずアース線を接続してください。 


(4) 電源プラグをコンセントに差し込みます。 



2 電源スイッチを入れます。 

(1) 原稿台に原稿がないことを確認します。 

(2) 自動原稿送り装置の原稿トレイに原稿が 
ないことを確認します。 


(3) 電源スイッチの ON ( I )を押します。 



3 丰ャリッジ搬送モードを解除します。 

(1) 本機の側面の□ック （2 ヶ所）が解除さ 
れていることを確認します。 

ネジが下のイラストの位置にあるとさは、 
□ックが解除されています。 



(2) 操作パネルに下の画面が表示された!5、 
明军除]を押します。 


4ャリが4撫逵巧モ-ド 


ミラ-か化わ。が困定されてい3す I 

下图の£田巧にある击ジを回し、 
ロックをおおし、お J ポタンを 
巧して< だぞい 




(3) [はい]を押します。 



が主意 


ミラーがロツブされた5まが餘を巧ろと 
ス t ヤナが板巧し3す 
ロックがほまにがれていることを巧な 
してください 

本呈じよろしいですかク， 


卜ぃぇ I 


3電源を 
3入れる\切る 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


電源を入れる 


(4) 待機画面が表示され、使用でさるように 
なります。 



(5) □ック部の穴 （2 ヶ所）に丰ヤップをし 

9 〇 



電源を 

入れる/切る 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


電源を切る 


• 電源を切る 

電源を切るとさは、必ず iu 下の手順で行ないます。 

C! ま） 

♦ いをなり電源スイッチを OFF にしないでください。装置が故障す 
る恐れがあります。 

1 操作パネルのく機器設定>夺一を押します。 



の®感 ■ 
® ④ ® 

2 [シャットダウン]を押します。 



4 下の画面が表示された!5、電源スイッチを 
OFF にします。 



|> メモ! 

• 手順 I で、く機器設定>キーを巧さずに、<節電>キーを已秒じ乂 
上}甲すと、手順3の画面を表示します。 


3電源を 
3入れる\切る 


■曰曰- 





































































〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ ） 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


本機を使用していないとさの消費電力を抑える（節電モード） 


本機を使用していないときの消費電力を抑える（節電モード) 


しばらく本機を使用しないと、機器の消費電力を押さ 
える節電モードに入ります。節電モードを解除したり、 
節電モードに入ったりするにはく節電>キーを使用し 

On 〇 





が 

〇 く] 


の®④ 
® ® ® 
® ® ® 
® ® ® 


■節電モード（パワーセーブモード） 

く節電>キーを押すと、節電モードになります。 

I 已分間機械を使わないと、自動的に節電モードに入ります。 



S 参照） 


• 節電モードに入るまでの時間を変更したいとをは、く機器設 
定> キー巧し、[管理者設定]-[機器管理]-[節電モード]-[パ 
ワーセーブ移行時副で設定します。詳しくは便利な機能/ 
本体の設定編 r 節電モード（パワーセーブ）に入るまでの時 
間を設定する」をご覧ください。 

>節電モード中でも、原稿読み取り済みのメモリー送信や受 
信原稿の印刷は巧能です。 

>節電モードのとを、着信べル回数は設定した値より長くな 
ります。 

>節電モード中はく節電>キーが赤色に点なします。 

>節電モード中にく節電>キーを押すと、通常の待機状態に 
戻ります。 


C ま） 


エラーが発生している場合（例えば、「トナーがなくなりま 
した」と表示しているとさなど）は、く節電 > キーは無効です。 


メモ j 

• 節電モードを解除するとさに、ガラス面に原稿をセットした 
ままになっていると、原稿サイズが正しく認識でさませんの 
で、原稿台カバーの開閉を行ってください 


電源を 

入れる/切る 
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用紙について 
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用紙について 


〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙の大ささを表す場合、 X 辺を幅、 Y 辺を長さと呼びます。 
♦用紙トレイ 



口 

CD 

口 




•用紙について 


用紙の幅と長さ 



♦ MP トレイ 

























































〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙について 


使用でさる用紙の種類 


高品質な EP 刷を行うためには、材質、厚さ、表面の仕上げなどの条件を満足する用紙を使用する必要があります。弊 
社推奨紙外で EP 刷される場合には、 EP 刷品質や用紙の走行性など、事前に十分テストを行い、支障がないことを確 
認してから使用してください。 

■用紙の種類、サイズ、厚さについて 
0 〇 

• 用紙の種類、サイズ、厚さによって給紙方法や排出方法に制限があります。 


種類 

サイズ1 

1位： mm (インチ） 

厚さ 

普通紙 

A 3 

297 X 420 

目 4-2 日 0 g / m 2 (連量曰已 -172 kg ) 

A 4 

210 X 297 

両面印刷の場合は、目 4-1 日曰 g / m 2 (連量 
曰已 -9 日 kg )。 使用できる用紙サイズは、 rA 3、 
A 4、 A 曰、巨4、巨己、レター、リーガル （13 
インチ）、リーガル （13 .日インチ）、リーガ 
ル （14 インチ）、エグゼクティブ、タブ □ 
イド」です。 

A 已 

148 X 210 

A 6 

10已 X 148 

巨4 

2已7 X 364 

巨已 

182 X 2已7 

レター 

21已 .9 X 279.4 (8.5 X 1 1) 

リーガル （13 インチ） 

21已 .9 X 330.2 (8 .已 X 13) 

リーガル （13 .已インチ） 

215.9 X 342.9 (8.5 X 13.5) 

リーガル （14 インチ） 

21已 .9 X 3已曰.目 （8 .已 X 14) 

エグゼクティブ 

1 84.2 X 266.7 (7.2 曰 X 10.己） 

タブ□イド 

279.4 X 431.8 (11 X 17) 

カスタム 

幅64〜297 
長さ1日己〜1200 

目 4-2 日 0 g / m 2 (連量曰已 -172 kg ) 

はがさ 

はがさ 

100 X 148 

郵便はがさ 

往復はがさ 

148 X 200 

封筒 

封筒（長形3号） 

120 X 235 

85 g / m ^ の紙を使用したもの 

封筒（洋形日号） 

120 X 23曰 

封筒（洋形4号） 

10已 X 235 

封筒（角形2号） 

240 X 332 

封筒（角形3号） 

216 X 277 

Com -1 0 

104.8 X 241.3 (4. 12已 X 9.己） 

241 b の紙を使用したもので、フラップ部が 
さちんと巧れているちの 

DL 

110 X 220 (4.33 X 8.66) 

C 已 

162 X 229 (6.4 X 9) 

C 4 

229 X 324 (9 X 12.8) 

ラベル紙 

A 4 

210 X 297 

0.1 —日.2 mm 

レター 

21已 .9 X 279.4 (8.5 XII ) 

部分印刷用紙 

普通紙に準じます。 

目 4-200 呂 / m 2 (連量已已 -172 kg ) 

カラー用紙 

普通紙に準じます。 

目 4-200 呂 / m 2 (連量曰已 -172 kg ) 

日 HP フイルム 

A 4 

210 X 297 

0.1 〜日 .12 曰 mm 

レター 

21已 .9 X 279.4 (8.5 X 1 1) 

インデックス 

力ード 

インデックスカード 

76.2 X 127 (3 X 己） 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


• 厚手の用紙は、用紙全体に薄くトナーが付着したり印刷が薄 
いことがあります。 

• 用紙のすを目の方向と用紙送りの方向が一致しないと紙づま 
りが起こることがあります。 

• MP トレイで印刷するとシワが出ることがあります。このよ 
ラな場合は用紙カセットか5給紙してください。 

• 熱転写プリンター、インクジェットプリンター等で一度印刷 
した用紙は使用しないでください。 

• 用紙の包装紙には表面の向をが表示されています。表面が印 
刷面となるようにセットしてください。 

• 用紙は湿気防止のため防湿紙に包装されています。開封後は 
早めに使用してください。 


用紙について 


■普通紙 

次の条件に合った用紙を使用してください。 

♦推奨紙： OKI カラーページプリンタ用紙エク 
セレントホワイト A 4 (型名： PPR - CA 4 NA )， 
A 3 (型名： PPR - CA 3 NA ) 

プリンタードライバーの用紙厚の設定：[普通紙] 
操作パネルで設定する場合は、用紙種類：[普通紙] 
用紙厚：[普通紙] 

♦ 両面 EP 刷の場合は、エクセレントホワイト A 4 
(厚 □) (型名： PPR - CA 4 DA ) ， A 3 (厚 □)( 型 
名： PPR - CA 3 DA ) 

プリンタードライバーの用紙厚の設定：[厚い紙] 
操作 パネルで 設定する場合は、用紙種類：[普通紙] 
用紙厚：[厚い紙] 

♦ 弊社推奨紙 iU 外で印刷される場合には、印刷品 
質や用紙の走行性など、事前に十分テストを行 
し、、支障がないことを確認してか5使用してく 
ださい。 


■ はがさ 

次の条件に合ったはがさを使用してください。 

♦ 郵便はがさ、および折っていない郵便往復はが 
さ 

下のはがさは使用しないでください。 

♦インクジエツト用はがさ 

• 2 mm iU 上反りがあるはがさ 

•切手の貼ってあるはがさ 

♦写真加工してあるはがさ 

0 〇 

♦ 印刷後は反りが発生することがあります。 

♦ 用紙全体に薄くトナーが付着したり印刷が薄いことがありま 
す。 

• トナーの定着が低下することがあります。 

■封筒 

次の条件に合った封筒を使用してください。 

•クラフト紙、電子写真プリンター用紙、または乾 
式 PPC 用紙で作られた封筒 

♦ 坪量 85 g / m 2 の紙を使用した封筒 

0 〇 

• 印刷後は反りやシワび発生することがあります。 

♦ 用紙全体に薄くトナーが付着したり印刷が薄いことがありま 
す。 

• トナーの定着び低下することがあります。 

• 封筒の貼り合わせ部分（厚さに段差のある部分）のまわり約 
已 mm は印刷品位び低下することがあります。 

♦ 封筒に反りがあると、吸入不良の原因となります。反りは修 
正してか5お使いください。 

♦ 必ず試し印刷をして支障がないことを確認してください。 

• 角形2号封筒は手差しで印刷します。 

■ラベル紙 

次の条件に合ったラベル紙を使用してください。 

♦推奨紙： LBP-F7XXX (コクヨ製）（総厚： 0.1 
〜0.2 mm ) 

プリンタードライバーの用紙厚の設定：[ラベル紙] 
操作パネルで設定する場合は、用紙種類：[ラベル紙] 
用紙厚：[より厚い紙] 

♦用紙サイズは A 4、 レターのみ 

•表面紙、粘着剤、台紙が熱で変質しない、電子 
写真プリンター用または乾式 PPC 用のラベル 
紙 

♦プリンターの熱定着工程で、表面紙が台紙から 
剔がれない構造のラベル紙 

♦用紙の走行で、表面紙が台紙から剔がれない構 
造のラベル紙 

♦表面紙と台紙を合せた用紙の厚さが 0.1 〜 

0.2 mm のラベル紙 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙について 


♦表面紙が台紙全体をおおい、粘着剤がはみ出し 
ていないラベル紙 

♦ 台紙に切れ目や折れ目のないラベル紙 

0 〇 

• 用紙全体に薄くトナーが付着したり印刷が薄いことがありま 
す。 

♦ トナーの定着が低下することがあります。 

• ラベル紙の先端に反りがあると、吸入不良の原因となります。 
反りは修正してか5お使いください。 

• 必ず試し印刷をして支障びないことを確認してください。 


■ 部分印刷用紙 

次の条件に合った部分 EP 刷用紙を使用してください。 

♦ 普通紙の条件を満足している用紙 

♦ 部分印刷に使用したインクが耐熱性で230でに 
耐えるもの 

0 〇 

• 印刷枠を設ける場合、下の印刷位置のバラツキを十分考慮 
に入れて設計してください。 

書き出し位置精度：± 2 mm 、 用紙の斜行：± 

1 mm /1 00 mm 、 画像伸縮：±1 mm /1 00のの（82旨/の2(連 
量 70 k 旨）の場合） 

• インクの上に印刷することはでさません。 


■カラー用紙 

次の条件に合ったカラー用紙を使用してください。 

♦ 用紙を着色した顔料またはインクが耐熱性で 
230でに耐えるもの 

♦ 用紙特性が普通紙と同じで、電子写真プリンター 
用の用紙 


■ 0 HP フイルム 

次の条件に合った 0HP フイルムを使用してください。 

♦推奨紙： ML カラー 0HP シート ML0HP01 
プリンタードライバーの用紙厚の設定：[日 HP シート] 
操作パネルで設定する場合は、用紙種類： [0 HP ] 
用紙厚：設定不要 

♦用紙サイズは A4、 レターのみ使用できます。 

♦ 電子写真プリンター用または乾式 PPC 用に作 
5れた 0HP フイルム 

♦プリンターの熱定着工程で、融けたり、変質し 
たり、反りが起きない 0HP フイルム 

♦ 用紙の厚さが 0. 1〜 0. 1 25mm の 0HP フイ 
ルム 

0を） 

• 日 HP フイルムは透明なプラスチックででさているため、印 
刷品質が低下することがあります。 

♦ 印刷後はラねりが発生することがあります。 

• 用紙全体に薄くトナーが付着したり印刷が薄いことびありま 
す。 

• トナーの定着が低下することがあります。 


• 表面に滑りやすいコーテイングをした日 HP フイルムは滑っ 
て吸入でさないことがあります。 

• 推奨紙 m 外の日 HP フイルムを使用すると、種類によっては 
定着器ユニットの□ーラーに巻さついたりし、装置が故障す 
るおそれがあります。 

• 日 HP 装置は透過型を使用してください。反射型では良好な 
投影が得5れないことがあります。 


■長尺用紙 

次の条件に合った長尺用紙を使用してください。 

♦推奨紙：エクセレントホワイト 

A 4 長尺(日 KI カラーぺージプリンタ用紙，11 0 kg ， 型 
名： PPR - CT 4 DA ) 

A 3 長尺 ( OKI カラーぺージプリンタ用紙，11 0 kg ， 型 
名： PPR-CT 已 DA ) 

プリンタードライバーの用紙厚の設定：[より厚い紙] 
操作パネルで設定する場合は、用紙種類：[普通紙] 
用紙厚：[より厚い紙] 

♦ 用紙サイズは幅210〜 297 mm 、 長さ356〜 

1 200 mm 1 28 g/nf (連量11 0 kg ) 

C! 注） 

• 長尺用紙にコピーすることはでをません。 

• 厚手の用紙は、用紙全体に薄くトナーが付着したり印刷が薄 
いことがあります。 

• 用紙のすさ目の方向と用紙送りの方向が一致しないと紙づま 
りび起こることがあります。 

• 熱転写プリンター、インクジェットプリンター等で一度印刷 
した用紙は使用しないでください。 

• 用紙の包装紙には表面の向をが表示されています。表面が印 
刷面となるようにセットしてください。 

• 用紙は湿気防止のため防湿紙に包装されています。開封後は 
早めに使用してください。 

• 128旨/ m 2 (連量11 0 kg ) m 外の長尺用紙は、印刷品位は 
保罰でさません。 

♦ 必ず試し印刷をして支障がないことを確認してください。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙について 


用紙種類ごとに選択できる給紙方法と排出方法 


◎:片面、両面 EP 刷とち使用でさます 
〇 :片面 EP 刷のみ使用でさます 

A ： 一部のサイズで使用できます(片面印刷、両面 EP 刷とも) 
A :一部のサイズで使用でさます(片面 EP 刷のみ） 

X :使用でさません 





給紙方法 

排出方法 

種類 

厚さ 

サイズ 

用紙トレイ*1 

MP トレイ 
手差し 

フェイス 

フェイス 

トレイ 1 

トレイ 2*2 
トレィ 3 

アップ 

馈拙） 

ダウン 
(裏 排出） 

普通紙 

目 4-82 呂/の2 
(連量 已已 -7 日 kg ) 

A 3, A 4, A 已 
巨4,目己，レター 
リーガル （13 インチ） 
リーガル （13 .日インチ） 
リーガル （14 インチ） 
エグゼクティブ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 



A 6 

〇 

X 

〇 

〇 

X 



タブ□イド 

X 

X 

◎ 

◎ 

◎ 



カスタム* 3 

A *4 

A * 已 

A 

A 

A *4 


83-1 日已呂 / m 2 
(連量 71 -90 kg ) 

A 3, A 4, A 已 
巨4, B 己，レター 
リーガル （13 インチ） 
リーガル （13 .已インチ） 
リーガル （14 インチ） 
エグゼクティブ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 



A 6 

〇 

X 

〇 

〇 

X 



タブ□イド 

X 

X 

◎ 

◎ 

◎ 



カスタム* 3 

A *4 

已 

八 


A *4 


10目-12日 g / m 2 
(連量 9 1-103 kg ) 

A 3, A 4, A 曰 
巨4, B 己，レター 
リーガル （13 インチ） 
リーガル （13 .日インチ） 
リーガル （14 インチ） 
エグゼクティブ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 



A 6 

〇 

X 

〇 

〇 

X 



タブ□イド 

X 

X 

〇 

〇 

〇 



カスタム* 3 

A *4 

A * 巳 

〇 

〇 

A *4 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙について 





給紙方法 

排出方法 

種類 

厚さ 

サイズ 

用紙トレイ* 1 

MP トレイ 
手差し 

フェイス 

フェイス 

トレイ1 

トレイ 2*2 
トレィ 3 

アップ 
(気拙） 

ダウン 
(裏排出） 

普通紙 

121-17目呂/の2 
(連量 104-1 5 Ik 呂） 

A 3, A 4, A 已 
巨4,目己，レター 
リーガル （13 インチ） 
リーガル （13 .已インチ） 
リーガル （14 インチ） 
エグゼクティブ 

X 

〇 

〇 

〇 

〇 



A 6 

X 

X 

〇 

〇 

X 



タブ□イド 

X 

X 

〇 

〇 

〇 



カスタム^ 

X 

A * 巳 

〇 

〇 

A *4 


1 77-200 g / m 2 
(連量1已 2-172 kg ) 

A 3, A 4, A 曰 
巨4, B 日，レター 
リーガル （13 インチ） 
リーガル （13 .日インチ） 
リーガル （14 インチ） 
エグゼクティブ 

X 

X 

〇 

〇 

X 



A 6 

X 

X 

〇 

〇 

X 



タブ□イド 

X 

X 

〇 

〇 

X 



カスタム* 3 

X 

X 

〇 

〇 

X 

はがさ* S 

一 

はがを，往復はがき 

X 

X 

〇 

〇 

X 

封筒^^6 


封筒（長形3号） 

封筒（洋形0号） 

封筒（洋形4号） 

封筒（角形2号） 

封筒（角形3号） 

Com -1 0, DL 

C 己， C 4 

X 

X 

〇 

〇 

X 

ラべル紙^^6 

— 

A 4 

X 

X 

〇 

〇 

X 

日 HP フイルム 

— 

A 4, レター 

X 

X 

〇 

〇 

X 

インデックス 

力ード 


インデックスカード 

X 

X 

〇 

〇 

X 


上か6順にトレイ1、トレイ S、 トレイ3となります。 

MC852dn/MC862dn ではトレイ2、トレイ3はオプシヨンです。 

カスタムは幅64〜 297mm、 長さ10日〜1 200mm です。両面 EP 刷可能なサイズは幅148〜 297mm、 
長さ182〜 431mm です。 

幅10日〜 297mm、 長さ 148mm、 182〜43 1mm です。 

幅148〜 297mm、 長さ182〜431 mm です。 

はがさ、封筒、ラベル紙を設定すると EP 刷速度が遅くなります。 


0 〇 

• 用紙をトレイに縦(执にセットした場合、横(口)にセットしたときより印刷速度が遅くなります。 

♦ 用紙サイズを A 6 、A 已サイズおよび用紙幅が 148 mm (A 已幅） J^TF を設定すると、印刷速度が遅くなります。 

• 操作パネルで用紙サイズを[カスタム]に設定したとさは、用紙トレイの[用紙サイズダイヤル]の設定は無効になります。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙について 


用紙の印刷可能領域 


iu 下に示す領域の画像は印刷されませんので注意して 
<ださい。 

用紙の先端より 4 mm ± 2 mm (等倍時)のエリア ( A ) 
用紙の後端より 4 mm ± 2 mm (等倍時)のエリア ( B ) 
用紙の端より 4 mm ± 2 mm (等倍時）のエリア （ C ) 


巨 A 



使用でさない用紙 


下に示す用紙は使用しないでください。 EP 刷品質の 
低下や、紙づまり、故障の原因になります。 

♦ 表面が平滑(すべすベ)すぎる用紙、粗い(ザラ紙、 
繊維質）用紙、表と裏の粗さが大さく異なる用 
糸氏 

♦薄すぎる用紙、厚すぎる用紙、紙粉が多い用紙 

•横目の用紙（縦送り印刷で使用しないでくださ 
し、） 

♦濡れている（湿っている）用紙 

• 静電気で貼り付いている用紙 

♦ 高温多湿により波打ちが発生した紙 

♦絹目加工（シボ)、浮さ出し加工（エンボス)、コー 
ティング加工をした用紙（コート紙） 

• 表面に、のり-スターチ-薬品などで特殊加工、 
耐熱性 （230 度）のない特殊加工をした用紙 

♦バインダ用の穴、ミシン目、切り込み、穴があ 
る用紙 

♦用紙カット面に、凹凸、つぶれ、バリなどがあ 
る用紙 

• 四角い形状でない用紙、裁断角度が直角でない 
用紙 

♦シワ、反り、角の折れ曲がり、波打ち、巧り目、 
破れなどがある用紙 

•ホチキス、クリップ、リボン、テープ、留め金 
などがついている用紙 

♦カーボン紙、ノンカーボン紙、感熱紙、感圧紙 
などの特殊紙 

♦熱転写プリンター用紙、インクジェット用の用 
紙、湿式 PPC 用紙、複写紙、和紙など 

♦インクジェット用はがさ 

♦ Smm iU 上反りがあるはがさ 

•切手の貼ってあるはがさ 

•写真加工してあるはがさ 

♦ 厚すぎる封筒やプラスチックででさた封筒 

• 内袋のある二重封筒 

♦とめ金、ボタン、窓のある封筒 

♦フラップ部に粘着剤、両面テープのついた封筒 

•シワや反りのある封筒 

♦切手の貼ってある封筒 

•表面に絹目加て（シボ）や浮き出し加て（エン 
ボス）のある封筒 

• 撥水加工された封筒 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙について 


記号について 


P 記号は、用紙を装置正面から見て縦に置くことを表 
します。 



用紙の保管 


用紙の保管が悪いと、湿気を吸収したり、変色、反り 
が発生します。このような用紙で EP 刷すると EP 刷品質 
や紙送りなどに悪い影響を与えますので注意が必要で 
す。また実際にお使いになるまで包装紙は開けないで 
<ださい。 


■次のような場所に保管してください 

•暗く、湿気の少ない平らな書棚の中のような場 
所 

♦平5な台の上 

•温度 2 crc 、 湿度50% RH の環境 


甘記号は、用紙を装置正面か5見て横に置くことを表 
します。 



■次のような場所はさけてください 

•床の上に直接置< 

♦ 直射曰光が当たる場所 
• 外壁の内側の近く 
•段差や巧がりのある場所 
♦ 静電気が発生する場所 

* 過度の温度上昇と、急激な温度変化のある場尸斤 
♦複写機、空調機、ヒータ、ダクトのそば 

0 〇 

• 長期間放置した用紙を使用した場合、正常に印刷でさないこ 
とびあります。 


■6 曰- 








































































































〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙のセツトのしかた 


•用紙のセツトのしかた 


用紙トレイに用紙をセツトする 


用紙トレイにセットできる用紙は普通紙のみです。 

用紙トレイへの用紙のセットは、下の手順で行いま 
す。用紙をセットした後、操作パネルで用紙の種類、 
厚さを設定します。 

〔麗 参照^ 

• 普通紙じ1外の用紙については、 「MP トレイ（マルチパーパストレ 
イ）に用紙をセットする」 （P.68) をご覧ください。 

1 用紙をよくさばさ、上下左ちをそろえます。 




0;主） 

♦ プレートについているコルクははがさないでください。 


3 用紙ガイド、用紙ストッパーをセットする用 
紙に合わせ、確実に固定します。 



4 用紙の巧刷したい面を下向さにして用紙を 
セツトします。 



5 用紙ガイドを確認し、用紙を固定します。 



6 セットした用紙と同じサイズを表示するよう 
に、用紙サイズダイヤルを合わせます。 



0 〇 

• セットした用紙の向さと合わせてください。 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


7 用紙トレイを元の位置に戻します。 



8 操作パネルのく機器設定>夺一を押します。 

口 「 

I I |[ 

占'め③ 

9 [用紙]を押します。 



装置巧が，お巧るミま志 jL ノ福モリシのげ'ウン 


が) 用紙をセツトしたトレイを押します。 


驟4ぉして<ださぃ 


1 

1閒じる 111 

トレィ2トレィ 

3 M P トレィ J 

1指定 ’ II 最•終ページ 1 



11 [用紙種類]を押します。 



^法サイス：カセットサイス 


用旗け巧 ：を巧が 


ー ガルサイス：りーガル14 




用紙のセツトのしかた 


の 該当する用紙種類を押し、[確定]を押します。 


t おふし' 


をぶ巧 


再生が 





ボンドが 

巧い巧 


特巧用巧 




ブ:？ [用紙厚]を押します。 



M 該当する用紙厚を押し、[確定]を押します。 


[脚を巧してください 



が [閉じる]を数回押し、待機画面に戻ります。 

メモ J 

• くリセット>キーを巧しても、待機画面に戻ります。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙のセツトのしかた 


用紙サイズダイヤルを合わせる 


トレイ1、トレイ2/3 (MC8 己 2dn/MC862dn では 
オプション）に用紙をセットした5、用紙の向さと一 
致するように記号を合わせます。 

百は、用紙を機械正面か5見て横に置くことを表しま 
す。 


D は、用紙を機械正面から見て縦に置くことを表しま 
す。 



MP トレイ（マルチパーパストレイ) 
に用紙をセツトする 


普通紙、はがさ、封筒、 OHP フィルム、ラベル用紙 
に印刷したいときは MP トレイを使用します。セット 
した用紙の上面に印字されます。用紙をセットした後、 
操作パネルで用紙サイズ、種類、厚さを設定します。 

参照) 

• カスタムサイズの用紙をセットする場合は、サイズの登録が必要 
です。 「カスタムサイズ（不定形用紙）を登録する」 （ P .72) を 
ご覧ください。 

1 MP トレイの両側を持ち、手前に開さます。 



2 青いツマミを持ち、手前に広げます。 



3 用紙サポーターを広げます。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙のセツトのしかた 


4 


手差しガイドを用紙の幅に合わせます。 



5 


EP 字する面を上にして用紙の先端を奥まで差 
し込みます。 



0 〇 

• 用紙は▼マークをこえないようにセツトしてください。 

(82 旨/(連量 70 k 旨）紙で100枚までセツトできます。) 


6 セットボタン（青色）を押します。 



• サイズ、種類、厚さの異なる用紙を一度にまとめてセットし 
ないで < ださい。 

• 用紙を追加する場含は、先に入っている用紙を取り出し、追 
加する用紙と上下左ちをそろえてからセットしてください。 

• はがさ、封筒の反りは吸入不良の原因になります。反りのな 
いものを使用してください。反りは 2 mm じ1内に修正してく 
ださい。 

• MP トレイの上に印刷する用紙 LU 外のものを置いたり、上か 
ら巧したり、無理な力を加えたりしないでください。 


操作ノ Gg レのく機器設定 >キーを押します。 

® @ @ 


8 [用紙]を押します。 


1 


E^DI 

ァドレス||| 

[用巧] 

1巧ほ S 巧 

1巧を 

尸の7イ ル 

妄玄巧が 1 

||W 巧るミミ志 II 

^シ‘3フ'巧リ 

1 巧を 

シのげ、ウノ 



9 [MP トレイ]を押します。 


if 勝てください 




トレイ1 

トレイ2 

トレィ31 

EP 刷トレイ 
指定 

両面 

最おページ 



fMBH 


が） [用紙サイズ]を押します。 


1肥化んさぃ 

【 II 站1。み 1" 

1 

1 

< 

1 用が桂類 ：を通が 1 

1 

1 

1 

1 用が厚 ：を通が 1 



が 該当する用紙サイズを押し、[確定]を押しま 
す。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙のセツトのしかた 


の [用紙種類]を押します。 


的なな ミむ、 



ブ：？ 該当する用紙種類を押し、[確定]を押します。 




M [用紙厚]を押します。 



ブ公 該当する用紙厚を押し、[確定]を押します。 



ブ G [閉じる]を数回押し、待機画面に戻ります。 

r ク メモ] 

• くリセット > キーを巧してち、待機画面に戻ります。 


ブ7 印刷終了後、 MP トレイを閉じます。 
(1) 用紙サポーターを格納します。 



(2) 手差しガイドを端まで広げます。 



(3) MP トレイを畳み、本体に戻します。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙のセツトのしかた 


トレイ設定を行ラ 


セットした用紙に合わせて、下の表を参考に、操作パネルで用紙種類、用紙厚を設定します。 

設定は、く機器設定>キーを押し、拥紙]-[用紙をセットしたトレイ]-[用紙種類]または[用紙厚]で行います。 


種類 

厚さ 

操作パネ J 

レの設定値 

プリンタードライ 
パーの拥糸巧厚]の 
醜を 

用紙厚 

用紙の種類* 1 

普通紙* 3 

目 4 〜 82 g / m 2 (曰己〜 70 kg ) 

普通紙 

普通紙 

普通紙 

83〜10 已 g / m ^ (71 〜 90 k 呂） 

厚い紙 

厚い紙 

1 日目〜 1 28 g / m ^ (9 1 〜 11 0 kg ) 

より厚い紙 

より厚い紙 

129〜200 g / m ^ (1 11〜1 72 kg ) 

ごく厚い紙 

ごく厚い紙 

はがさ* 4 

— 

— 

— 

— 

封筒* 4 

— 

— 

— 

— 

ラベル紙 

0.1 ~ 日. 1 7 mm 未満 

より厚い紙 

ラベル紙 

ラベル紙 1 

日. 17〜 日. 2 mm 

ごく厚い紙 

ラベル紙 2 

日 HP フイルム 

— 

— 

OHP 

日 HP シート 


:用紙種類の工場出荷時の設定は[普通紙]です。 

で：用紙の厚さ-種類は操作パネルとプリンタードライバーで設定することができます。プリンタードライバー 
で設定した場合は、プリンタードライバー設定が優先されます。プリンタードライバーの[給紙方法]で[自動 
選択]が選択されている場合、または[用紙厚]で[プリンタ設定]が選択されている場合は、操作ノはルの設定 
で印刷します。 


で：両面印刷できる用紙の厚さは目 4-1 0己 g/m2 (連量己己- 90kg ) です。 
はがき、封筒は、設定の必要はありません。 


r ク メモ] 

• 用紙厚の[より厚い綱、[ごく厚い紙]、用紙種類の[ラベル紙]を設定すると、印刷速度が遅くなります。 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙のセツトのしかた 


カスタムヴイズ（不定形用紙）を登録 
する 


カスタムサイズを使用する場合は、ここで用紙の幅と 
長さを設定します。 

1 操作パネルのく機器設定>キーを押します。 

□[ 

I I ^^[J n=ii=^M| 

r の@感^ 

W ® ® 

2 [用紙]を押します。 


機器設定 

巧目を這巧し—ください 

<リ 1- V \ i ミ おミ®じ 巧りマす 


お C る k 


ァドレス 

用巧 

な I 

フ "のパル 


I 装 玄が艮 I ド巧が安志 II ノ f ミ^モ J I 

I シの W ゥ > I 


3 [ MP トレイ]を押します。 

ここでは MP トレイの場合を例にしています。 


愚さ選ぉして < ださぃ 

mm \ 

トレイ1 

トレイ2 

トレィ ;II 

J 

の刷トレイ 
指定 

両面 

辰.鞍ページ 








4 [用紙サイズ]を押します。 


始な k 心ぃ 


1 知ドん 1" 





..-- - - 

• — — — 1 

1 

1丹が巧巧 

:ボンドま氏 1 

1 

1司が厚 

:吾通紙 1 

1 




5 [▼] を押し、 MP トレイ2/3画面を表示し 

〇 


6 [カスタム]を選択し、[確定]を押します。 



7 [カスタムサイズ]を押します。 


MP トレイ 

項目を還巧して< ださい 





^系反厚 ：吾通が 


8 カスタムサイズの長さと幅を設定します。 
( 1 ) [長さ]を押します。 



(2) テンキ"一または力ーソルキ"一で長さを入 
力します 0 

(3) 長さを入力後、[確定]を押します。 



(4) [幅]を押します。 


カスタムサイズ 



























































































































































〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙のセツトのしかた 


(5) テン丰一またはカーソル夺一で幅を入力 
します。 

(6) 幅を入力後、[確定]を押します。 


カスタムサイズ 

用がサイブを入力し、「確定」を巧してください 


mi 


設定可能お囲:日 64-297 




mm 


置 


9 


[閉じる]を押します。他のカスタムサイズも 
同様に入力します。 


カスタムサイズ 



!1威就り®り J ぇについて 


印刷中に、現在選択中の給紙トレイの用紙がなくなつ 
た場合、同じサイズの用紙で同じ種類の用紙が他の力 
セットにセットされていれば、自動的にカセットを切 
り替えて印刷を続けます。 

増設トレイユニットを装着すれば、最大で1460枚の 
連続印刷や連続コピーを行うことがでさます。 （A4 用 
紙の場合） 


■給紙切り替えの順居 

自動給紙切り替え機能が動作する場合、下の優先順 
位で用紙トレイが選択されます。 


参照) 

• MP トレイを自動給紙切り替えで使用する場合は、 r 印刷トレイ指 
定」の設定が必要です。便利な機能/本体の設定編 r 機器設定画 
面の設定項目一覧」をご覧ください。 



メモ J 

• くリセット>キーを}甲すと、待機画面に戻ります。 


メモ〕 

• MP トレイに 0 HP フィルムやラベル用紙などの特殊紙をセットし 
ている場合、自動給紙切り替えびはたらを、誤って給紙される恐れ 
があります。このよラな場台、用紙の設定で、用紙の種類を普通紙 
於外、または再生紙じ(外に設定をしておくことをおすすめします。 
「用紙トレイに用紙をセツトする」 （ P . 目目） の手順8〜11をご 
覧ください。 


□コピー、受信ファクスを EP 刷しているとさ 

トレイ1与トレイ2与トレイ3与 MP トレイ 


□ コンピューターから EP 刷しているとさ 

現在使用しているトレイを起点とし、[トレイ選択順序] 
の設定に従います。 

〔麗 参照） 

• [トレイ選択順序]については、便利な機能/本体の設定編「機 
器設定画面の設定項目一覧」をご覧ください。 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


用紙の排出 


♦ 用紙の排出 


[イスダウンスタツカーを使用する 


用紙はトップカバー上に排出され、 EP 刷した順に重な 
ります。 

82g/m 2 (連量 7C)kg) 紙で約2已〇枚をためることが 
でさます。 


1 本機の背面のフェイスアップスタッカーが閉 
じていることを確認します。 

EP 刷済みの用紙は、フェイスダウンスタッカー 
に排出されます。 



フェイスダウン 
スタッカー 



フェイスアップスタッカーを使用する 


A 目サイズの用紙、はがさ、封筒、ラベル紙、 OHP フィ 
ルムはフェイスアップスタッカーに排出します。 

用紙はフェイスアップスタッカー上に排出され、 EP 刷 
した順と逆に重なります。 

8Sg/m 2 (連量 7C)kg) 紙で約100枚をためることが 
でさます。 

1 本機の背面のフェイスアップスタッカーを手 
前に開さます。 



2 フェイスアップスタツカーを広げます。 



3 用紙ヴポーターを広ばます0 

E 口刷済みの用紙は、フェイスアップスタッカー 
に排出されます。 



• 印刷中にフ I イスアップスタッカーを開閉しないで < ださ 
し、。紙づまりの原因になります。 


74 - 













































圍目次へ ) （ ◄前へ 



原稿に 


原稿について . 

原稿のセツトのしかた 













〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


原稿について 


原稿について 


自動原稿送り装置には次のような原稿はセツトできません。ガラス面をご利用ください。 
♦破れている原稿、穴のあいている原稿 • しわやカールの激しい原稿 




湿った原ホ局 


f 。 M 


静電気で密着した原稿 

- 




，ふ 


裏がカーボンになっている原稿 


グ 

布地、金属シート、 OHP フイルム 




♦ホチキス、クリップ、セ□八ンテープなどがついた原稿♦張り合わせた原稿、のりがついた原稿 




分 



•光沢のある原稿、特殊コーティングされた原稿 






ガラス面に下のような原稿をセツトするときは、ガラスが傷ついたり割れたりする恐れがあります。 
•厚手の原稿をコピーするとさ、原稿を強く押さえないでください。 

♦ 堅い物を原稿にするとさは、ガラス面に静かにおいてください。 

• 鋭利な突起があるものは、ガラスを傷つける恐れがあります。 


原稿の条件 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


巧け问 I し J し、し 


原稿の読み取り巧能領域 Mm 4記号について 


斜線部分に文字などを書いても、読み取れない場合が 
あります。 

|> メモ 1 

• 「♦」は、自動原稿送り装置での送り方向、またはガラス面での読 
み取り開始側を示します。 

• A 3 サイズ 




4-4mm 


の記号は、原稿を本機正面から見て縦に置くことを表 
します。自動原稿送り装置の場合、原稿の長辺側から 
挿入します。 


の 記号は、原稿を本機正面か!5見て横に置くことを表 
します。自動原稿送り装置の場合、原稿の短辺側か5 
挿入します。 


■例： A 4 の 

□自動原稿送り装置に原稿をセツトするとさ 



□ガラス面に原稿をセツトするとさ 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


原稿について 


■例： A 4 の 

□自動原稿送り装置に原稿をセツトするとさ 



□ガラス面に原稿をセツトするとさ 




原稿の幅と長 


原稿の大ささを表す場合、 X 辺を幅、 Y 辺を長さと呼 
びます。 

• 自動原稿送り装置 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


原ホ问|<—^し 、" L 


■ 自動原稿送り装置の原稿サイズ 



297 mm 



148.已 mm 


1 28.5 mm 
原稿送り方向 


送信： 900 mm 
コピ ー ： 450 mm 


C ま; 


コピーされるのは 432 mm までです。（残り 18 mm はコピーさ 
れません。） 



1 枚だけ読み取る場合 

自動連続読取の場合 

最大 

幅 297mm x 長さ 

900 mm 

(コピーのとき：長さ 

4 已 0mm) 

幅 297mm x 長さ 
432mm 

最小 

幅 148 .已 mm x 長さ 

128 .日 mm 

幅 148 .已 mm x 長さ 

128 .日 mm 

一度の 
セット 
枚数*1 


A4 / レター (80g/ 
m う ： 100 枚 

A3 (の)、目 4 (の)、 
タブ□イド （fl)、 リー 
ガル（の）： 30 枚 

A4 / レター (SOg/m^ 
(外)、 B 日、 A 日、 A- 
フレター：已日枚 

原稿の 
紙厚 

42 〜 1 28g/ m 
(日. 0 己〜日. 1 已 mm) 

已 2 〜 1 〇已 g/ が 
(日. 07 〜日. 1 2mm) 

原稿の 

紙質 

上質紙相当 


*1 原稿の内容によっては上記のセツト枚数 iU 下でもメ 
モリーオーバーになることがあります。 


メモ] 

• 新聞紙の紙厚が0.0已 ‘ 


• 0.06 mm 、 郵便はがさが0.23 mm です。 


■ガラス面の原稿サイズ 

Si セツト基準位置 


297 mm 



432 mm 


最大 

幅 297mm x 長さ 432mm 

最小 

制限無し 


セットできる原稿サイス 


原稿について 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


原す局のセツトのしかた 

•原稿のセツトのしかた 


修正液、インク、スタンプなどは完全に乾かしてか5 
セツトしてください。 


■自動原稿送り装置に原稿をセツトずるとき 

1 コピーまたは送信する面を上に向け、機械の 
中央にセットします。（セットした原稿の上か 
らコピーまたは送信されます） 



2 原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。 



3 原稿の先があたるまで、軽く差し込みます。 


■ガラス面に原稿をセツトずるとき 


1 原稿押さえカバーを開け、コピーまたは送信 
する面を下にし、左手奧側のセット基準に原 
f 局を合わせます 0 



1 1 / f に ¥ 1「999。。11 


2 原稿押さえカバーを静かに閉め、原稿をガラ 
ス面に密着させます。 


原稿をセツトする 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


原稿のセツトのしかた 


サイズび異なる原稿をセットする 
(ミックス原稿） 


ミックス原稿コピーで、同じ幅で長さの違う原稿を一 
緒にセットする場合は、 iu 下のようにセットしてくだ 
さい。 

[> メモ 1 

• 一緒にセットでをる原稿サイズは、次の3通りです。 

♦ A3 と A4 (fl) 

• 目4と目已（の） 

• A4 (の）と A 曰（の） 

1 原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。 



([麵 参照) 

• ミックス原稿]ピーの詳ししげ腕よ、便利な機能/本体の設 
定編「サイズが異なる原稿をコピーする（ミックス原稿)」 

をご覧ください。 


原稿について 


■81 






































































原稿のセツトのしかた 


〔圍 目次へ ) （ 4 前へ J こ ►次へ ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ずる J 


モ 

メ 



原稿について 
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〔圍 g 次へ J (◄前へ） こ ►次へ J ( 〇 戻る )^ジ 索引へ ）（ 検索ずる J 



操ち祟レる熙して 


文字入力画面について . 84 

変換ウインドウに表示される文字 . 85 

文字を入力する . 86 

文字を削除/巧入する . 92 

本文を編集する . 93 




















〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


■交:字入力画面について 


変換ウィンドウ 
入力した文字や変換した文 
字、確定した文字を表示し 
ます。 


入力位置移動 カーソルキー 
文字入力位置を移動します。 

ク IJ ア 

文字を削除する場合に押します。 



英字 


カナ 


記号 


小文を] 


■ 変換候補選択画面 

かな入カモードで入力中に[変換]を押すと、漢字変 
換の候補が表示されます。 

候補ウィンドウ 

入力文字から変換でさる語句の候補が表示されます。候補 
を選択するには語句の横の数字を押します。 


夕字パネル 

文字を入力したり、変換したりするキーです。入力 
モードに よつ てキーの文字が切り替わります。 


入カモード切り替えキー 
入力する文字種を切り曾える 
とさに使用します。 


入力した文字数/入力可能夕字数 
この画面で入力でをる文字数と今までに 
入力した文字数です。半角文字1文字を 
1として表示します。全角文字では2ず 
つ増えていさます。 


〔麗 参照^ 

• 「変換ウィンドウに表示される文 
字」 （P.8 己） の r 全角と半角」 

をご覧ください。 


St 居ロブ]——ソ J レ与^- 

変換文字列の文節の長さを変えると 
きに使用します。 


取り消し 

変換せずに候補ウインドウを 
閉じる場合に押します。 


ウインドウ切り替えカーソル 
変換候補の語句び多数ある場合、候補を切り 
替える場合に使用します。候補は5個ずつ 
切り替わります。ウインドウの数は カーソル 
の間に表示します。 


文字入力画面について 

• 文字入力画面について 




まを 


カナ 


離 


園離 


支店 

長. I シテン 
長. I し了ん 


取;肖 L || 巧定|| 


]の曰曰 


巧内 1 耐 


〕のの区) 
〕の因囚 
-因 □ 
〕□囚 □ 




©相手先名 





仁巳に LJr 雨 I 

巳 E 臣回囚匹 

仁色区 日つ 

巳囚护尸巳 

巴巳日日因 

巴巳因回回 

巳日 EjEiJ 巳 

巳日 tjlkJ 巳 

kJ 凸 Eulkj 巳 

||、，1 「っ一 。 IfB _ 


操作。 A ネルを使用し 
て文字を入力ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


変換ウインドウに表示される夕字 


• 変換ウィンドウに表示される文字 


■確定と未確定 

文字が反転表示になっているとさは変換でさる状態で 
す。これを「未確定」と言います。[無変換]を押して、 
文字が変換でさない状態に（入力をミ夫定）することを「確 
定」と言います。未確定の夕字は15夕字まで入力で 
さます。 

|> メモ! 

♦ かな入カモードで入力した夕字は全て未確定になります。それ！;！ 
外の入カモードでは確定状態で入力されます。 



■ ををと半角 

文字を入力するとさ、全角で字と半角で字があります。 
全角は半角の2倍の大ささです。半角で字で24文字 
入力でさる場合、全角文字では12で字になります。 



■文節表示 

変換途中の文字は、文節と呼ばれる単位で区切られて 
表示されます。複数の文節がある場合は、一番初めの 
文節だけが変換巧象になります。変換対象になってい 
る文節は網掛けになって表示されます。 

[^1 参照） 

• 夕節の長さを変えるには、夕節カーソルキーを使用します。 「変換 
する夕節の長さを変える」 （P.88) をご覧ください。 



g 操作。八ネルを使用し 
6て文字を入力ずる 


■85 






































〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


r 」（濁点）や r 
を押します。 


」（半濁点）は、 ['' ]r ] 


) 


1クメモ 1 

• 濁点や半濁点を付けたい夕字を入力した直後に}甲してくださ 
し、。 


小文字を入力ずる 


「よ」や「つ」などのル文字を入力する場合は、 
[ル文字]を押します。 


2 ル文字を入力します。 


I クメモ j 

• 再度、大夕字を入力するには[大文字]を}甲します。 


r 」（濁点）や r 」（半濁点）を入力ずる 


夕字を入力ずる 


発信元や短縮ダイヤルの相手先など、夕字を入力する 
ときに参照してください。 

入力でさる文字は、漢字（全角)、ひらがな（全角)、 
カタカナ（全角/半角)、英字（全角/半角)、数字（全 
角/半角)、記号（全角/半角）です。 

漢字は J に第一水準、 J に第二水準が入力でさます。 

※漢字変換プ□グラム：日本語変換はオム□ンソフト 
ウェア（株）のモバイル Wnn を使用しています。 

"Mobile Wnn " (C) OMRON SOFTWARE Co ., Ltd . 

1999-2002 All Rights Reserved 


[かな]を押し、文字パネルにひ! 5 がなを表示 
させます。 

I クメモ j 

• 全角夕字が入力でをる場合、入カモードは初めか5「かな」 
になつています。 


2 文字パネル上か！5入力する文字を選択します。 



小文ぞ I 


お吾苗曰0巴10111因巴| 
曰曰に!因因のの 
ちち&曰因凸曰の因囚 
圓曰区 1(3 因!臣 I 曰曰 EO 
i 回曰因曰の图曰□因 □ 


非白 L 


変货 J \m^m] 


文字を入力する 
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©相手ホを 


⑩相手ホ名 


0 / 24 


0 / 24 


©相手ホ:名 


⑩相手ホ名 


漢字/ひ5びなを入力する 


◎ I 田麵1 


©相手ホち 


因因 EIII 呈到 

因の^ sMI 

因因日 ロコ 

臣巳巳 
臣巳巳 
巳巳 

日日日冒 

巳巳 
日因日日日 
IkJF 目巳巳 


I 



巳巳巳 
巳巳巳&回 
巳巳巳 口 
巳巳巳 bJ 日 
巳巳巴に回 
巳巳因护 
巳巳日 EjEli 
巳巳巳巳 B 「 

E 巨に戸 bj ! 

己巳巳巳回广 


; ち 扣 P 


巳己日 □□ 

16 

EE 曰 口 
日日日 
巳 一^ 臣 Gulkj 
巳日 SJkJ 巳 

I た一 一 ろ 1 3 。を - 

巳仁の日因コ 

日日□日日品 

島 


逊 ：I 

圓国國国國 

剧囲□函圓 

Ei 国— 
■〇团晒國國 

の日日日 


操作。 A ネルを使用し 
て文字を入力ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


C! ミ 主） 

• 一度確定した夕字を変換することはでさません。 

2 漢字候補が表示されます。 

3 入力したい候補の語句を選択します。 


2 ひ!5がなに確定されます。 


夕字を入力する 


ひ！5がなにずる 


[無変換]を押します。 


漢字にずる 


[変換]を押します。 


4 漢字が確定されます。 
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©相手ホ名 


©相手ホ名 


职 ; 肖し ] 1 L 巧ま 
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©相手先を 




©相手ホ:名 


回因 SO □到 
E り日 E 回一喃一 
因因囚 _MU 

巳一^日日の 

巳己日日 
巳巳回回 lij 

日日日冒 

巳に日回 &JI 
Ikj & J 日日日 
巳囚日巴 

限量量 —i 


0 




巳 FliJU 

611 ^を一「れ ji 

巳 ILjEu 

巳巳 I 

图四日巳巳一 

巳巳四 

たを II っ一 | て _1 |と 1 

巳芭巳 I 

四因日日日 

因。巳 


g 操作。八ネルを使用し 
6て文字を入力ずる 



巳 FlkJLJJ 

、 Jnl ^ を if れ ji ろ _ 

巳因日口 

巳 巳 

图 IkjEu ご巳 

巳巳四 

た II を I - っ 1。 i f と 1 

巳ド r 芒巳 

四因日日日 

间 ILitjkJ 巳 

圍！罔 



因 &LjlkjLU 

甲る il れ，一1ろ一 

因 ijEu 巳 
日巳 
图 IkjEu ご巳 
回 EulkikJ 巳 

I で 一「て jhj _ 

因 QjlkjIkJ 巳 r 

四因日巳巳 j 


ナ S ぞ1 

々巧 ぶ 


因 E 日□□司 

巳巳巳因の- 
_百因巳 


り W " 0 <と 

3日已 〔 _B I 卽 I 

|-。こコ|.こ10厂 


0 


三 て J 打ち 

巳巳巳回 r 

圍非國 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 




文節の長さは自動的に判断されますが、長い文字列を 
適切に入力するときなど、文節の長さを変更してより 
適切な文字を候補ウィンドウに表示させることがでさ 
ます。 

1 文節 カーソル 夺 一を 押します。 


[ク メモ I 

• 回を}甲すと文節を縮めます。因を巧すと夕節をのばします。 

2 文節の長さが変わり、それに応じて変換候補 
が変わります。 



3 


メモ j 

• 邸消し]を巧すと変換ウィンドウを閉じ、未確定状態に戻 
ります。もう一度、[変換]を}甲すと自動的に夕節を判断し 
て候補ウィンドウを表示します。 

文字を確定していさます。 

胶消し1¢巧を 


ドが交巧_ 


_[り1クリァ J _ 

のの因曰図の曰ド 1 因內 
の曰の曰回の因区!のの 
の□(□因因因曰の因囚 
;1因の回の臣 I 曰回の □ 
I 回己因因の图回已回 □ 


'い-文司 


ブ [英字]を押し、文字パネルにアルファべッ 
を表示させます。 


2 文字パネル上か！5入力する文字を選択します。 


し/^ メこ 


• 英字入力に切り替えた直後では半角夕字の大文字で入力され 
ふ9 〇 


ルで字を入力ずる 


[ル文字]を押します。 



□曰曰曰曰曰曰□己曰 




曰□し!□□□曰 U 曰曰 

曰曰巳□曰曰□曰 □ 


ム A 1广 

/ 

四 1 [ 


□□□□□□□□□□ 

]> 白 ] _ 


2 ル文字を入力します。 


化巧定 j ] 

□曰己曰曰曰曰日^ 
曰曰己□曰曰曰〔[圓け] 
曰曰曰□曰曰〇ぉ 
□U 巳 U 曰曰 CJ 己 Du 


を白 I 


I クメモ j 

• 大夕字の入力に戻るには[大夕字]を}甲します。 



©相手ホ名 


0/ 24 


国 

面 

ESI 


©相手ホち 


◎|口匪1り4 


©相手ホを 


©相手ホを 


权消し11巧定 



日娜 


0/24 

刮臣 

ず日と 

ム 

P 

昭因 

京 ip 

曰強と 

001 

002 

] のの 

補 

A 技と 

■ 

] 因の 

' い文ぞ 1 气 

I 5 ， 1 規と 

▼ 

EO 

]因〇 

1 强巧を 1 

■RiriniM 



0 / 24 


©相手先名 


変換する文節の長さを変える 


英字を入力する 


©丰目手ホ:名 


胶消し 



寺 II 区り7 


jli ^ 定 !I 


卸□曰己曰曰曰曰□曰曰 


当 J 曰□己〇 


^ □已己□曰曰□己曰 

却□□□曰曰曰曰己□曰 


小です J [¥1~| 



文字を入力する 


た EEdLXJI 巧 I 

因り臣因因 y 

i - Vr --^ r - h 


操作。 A ネルを使用し 
て文字を入力ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


I クメモ j 

• ボタンを巧した直後は、全角夕字の大夕字で入力されます。 


2 文字パネル上か！ 5 入力する文字を選択します C 


©相手ホ名 


較消し 


1巧定 H 


を岩を因! □のの因因の 

を己をのの□曰因のの 
曰曰因0曰曰のの □ 
の因のに)のの曰己の □ 

1 空白 1 


」（濁点）や r 」（半濁点）を入力ずる 


r 」（濁点）や r 」（半濁点）は 、 ['' ]r ] 
を押します。 


1 [ カナ ] を押し、文字パネルにカタカナを表示 
させます。 


©相手ホ名 


胶消し j に巧を 


メモ] 

• 濁点や半濁点を付けたい夕字を入力した直後に巧してくださ 
し、。 


7 [ 全角 ] を押します C 


©相手ホ名 


蚊消し||^巧ま n 

IT 7771 


□□己已□曰□□□曰 


互£ 1 □曰己己 

当曰曰己曰□□曰□曰曰 

曰□曰□曰曰□曰 □ 
Ipip □己曰曰曰曰曰 □□ 

[巧 A I 


2 全角の英字を入力します。 


©相手ホ名 


蚊;肖し i ( i 巧ま1| 


EE 


]に 1 り区 1 ののの□因のの 


卜 A B C_ 

—かな rriFim 。 

^のの曰のに!のの□のの 

^の日 P 耳のののの曰 
曰 ee (| B 〔1] 曰0の□图 

小文司 


I ク メモ！ 

• 半角の入力に戻るには[半角]を巧します。 


夕字を入力する 


全角の英字を入力ずる 


カタカナを入力ずる 


2/ 24 


©相手ホ名 


盈^ 

巳臣因 ご 

7 ーミー日11^ ■ 

巳巳日 Gu&j 
口 Eu 巳巳巳 
过因日四り日 
S 旨囚因り 
■因日日日日 
■口日日日因 



巳 FlkJLLJ 

61甲玄 ii れ _ 1|ろ一 

巳 IkjEu 巳 
巳巳 
图护 Eu ご巳 
回巳 

た - 「ち I 亏1。一「と I 

巳も因 
四因日日日 
0^3巳巳 



g 操作。八ネルを使用し 
6て文字を入力ずる 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


胶消し 11(^ 巧定 


を押します。 


1 [半角] 


1 [記号]を押し、文字パネルに記号を表示させ 
ふ9 〇 


2 ル文字を入力します。 


ド姐ミ E 左巧巧ま 1 

11111 III 

^の囚國國圏 H 國の圓の 1 

- J f —. ~\ e?rmmm I- \iDBkm I 


胶;肖し iIG 巧ま 


ミ字] 


の u 圓圓国 a 巧呈巧國 

^ 因曰励讀国国 
^の國圓麵圏圏国■國圓 

四/^ 


I クメモ j 

• 再度、大夕字を入力するには[大夕字]を巧します。 


半角のカタカナを入力ずる 


r ョ」や「ッ」などのル文字を入力する場合は、 
[ノ j \ 文字]を押します。 


® 相手先名 


収;肖し1¢巧ま1| 


2 半角の記号を入力します。 


I ク メモ！ 

♦ ボタンを巧した直後は、全角の記号が表示されます。 


2 記号を入力します。記号を切り替えるには、 
文字ノネル内のカーソル丰一を押します。 


半角の記号を入力ずる 


[半角]を押します。 


( 


2 半角のカタカナを入力します。 


(> メモつ 

• 全角の入力に戻るには[全角]を}甲します。 

|> メモ! 

• 全角の入力に戻るには[全角]を}甲します。 

- 90 - 


文字を入力する 


小文字を入力ずる 


記号を入力する 



◎ I 田 QB ] 罰4 


©相手ホち 


3/ 24 


©相手ホ名 




©相手ホ名 




©相手ホを 


mm 


©相手先ち 



因 

L 己に tuO 
し因の laj 」 

□巳！ = jtj 口 

□冒旨 

□日 L 巳 lJ 

□旨吕 

□llI に tjol 
四 bJCLJ 旦 
四巳臣〔>^_ 



3 

W 画 



回 FlkJLLJ 

I 玄 ii れ _1| ろ1 

因 ijEu 巳 
日巳 
回 IkjEu ご巳 
回 EylkjIkJ 巳 

回日日冒 

因 ILllkjIkJ 巳 
日因日巳巳 
因四^巳 




巳巳巳 lJLJ 

I ラ||リール_ 

3 巳巳巳巳 

り 171|ミー| ム I 

」」巳巳巳巳巴 

巳巳巳日 r 

日冒 B 

に巳巳もに 

巳巳巳日 Eu 

巳巳巳もも 


か一巧 




日 Eljf LU 

司| _ ル ji レー百一 

因 tu&Ll 巳 

こ I ム171|モ n 

日 巳 
口戸巳巳巳 

日旨冒 

因日囚因四コ 

因に巳 

歸圍 I! 


前雨 

W 国の 

眨日 

因 □ 

过□ド 

だ 

lii 査 


因 

口回 DEJ 口 
亡巳 EjILJlJ 
□因□の口 

□冒に □ 

□日日田口 

□置旨 

□CJlLJtJLJ 

SYJCUJn 

音冒 

司劃— 


□目目 
□ r_DCD 

□已己 □ 
□□□□□ 
□□□□□ 
□巳 □□□ 

己至〕旨「 

I 。 = L 7 n。llrr 一 j 

If lrnn 〔 iL I 广 


§ 

が 

商 


吕ら 

□□□□ 

□□□□ 

目ら 

□〔星〕 

□□□曰 

□□□□□ 


^Jm 

を 


操作。 A ネルを使用し 
て文字を入力ずる 

















































































































































〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


数字を入力ずる 


数字はテンキーまたは英字入力画面で入力します。 


入カモードによって入力した数字が変化します。例え 
ば、半角の英字入力中は半角の数字が入力されます。 
かな入力時は全角の数字が入力されます。 


メモ] 

• かな入力にて夕字が未確定になっている場合は、数字ち未確定で 
入力されます。 

かな入力時 


半角英字入力中 


入力中に[空白]を押します。入カモードによって入 
力した空白が変化します。例えば、半角の英字入力中 
は半角の空白が入力されます。かな入力時は全角の空 
白が入力されます。 


I ク メモ I 

• かな入力にて文字が未確定になっている場合は、空白も未確定で 
入力されます。 

かな入力時 




半角英字入力中 



かを〕 nnpinnnnn 已曰 


司 


曰己曰 nnnnnMn 


□曰□已曰 □□un 




圈 


已曰曰□曰□曰 


• 文字び確定し、カーソルびち端にあるとさ、入力位置移動カーソ 
ルキーのちボタンを巧すと、空白が入力されます。 



曰曰曰□□曰曰曰 □ 

当□□曰曰巳曰曰□□曰 

riin _ 


む肖し[確定1 

^日の曰因の曰曰 
^の因に！曰曰の因のの回 
□□曰 □□ 

麵 

, J ぶ字] 

：>m 


回の曰曰!^曰の回 □ 
区)曰曰回巴!臣 I 因□曰 □ 



区100回ド 101* I □因の 


I の巳!曰のに 
囚(□□因区 
阳区!曰曰因 
曰因 


の因のの回 
凸因区! 因 因 
曰の EO 
回回曰囚〇 

巧》1 [ is 巧み! 


夕字を入力する 


数字/空白（スペース）を入力する 


空白（スペース）を入力ずる 



画 


1も 


® 辛目手先名 


@ネ目手先名 


©辛目手先名 


G / 24 


巧回 


® 相手ホ名 


0/ 24 



⑩相手ホ名 


3 


II 


I 「ん IU |厂1 

1 1^ II り一| ろ1 

の ！ kjEu 巳 

日戸一^巳 

日&> if か Ik I 反1 

因打 ！^ 

日 tjlLllkj 巳 

目ド &jlkj 巳 

ご IV |「く=け||こ1 

因 ILi&jtj 巳 



@度®感一 

@ © ® ® 

の®®® 


OBO 


i 就龍し 
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〔圍 目次へ ) （ 4 前へ） こ ►次へ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


夕字を削除/挿入ずる 


夕字を削除するには、入力位置移動カーソルキーで削除したい夕字までカーソルを移動し、[クリア]を押します。 
挿入する場合も、入力位置移動カーソルキーで挿入したい位置までカーソルを移動し、文字を入力します。 

ただし、未確定の文字がある場合、カーソルは未確定の文字列内でしか移動でさません。 


入力位置移動カーソル夺一で削除したい文字 
までカーソルを移動します。 


2 [クリア]を押します。 


I クメモ j 

• 直前に入力した夕字は、[クリア]を押すだけで削除でさます。 


入力位置移動カーソル丰一で挿入したい位置 
までカーソルを移動します。 


2 文字を入力します。カーソルの前に入力した 
文字が挿入されます。 


J 肪扫 L l|j W 足 1 


_ In ) ^ 

写马 回巧巧の因 I 。 -11」1ら I 日 
曰因巳 IE ] 曰因の因 
に!己区!因因の因因 


圏訝 


回の曰の图己の回 □ 
麵.回回ののの回回巳!巧 □ 

L を巧 I 


小夕す 


尼)日ちゴ日の曰り回曰 
1の因の曰回の曰区！のの 
i 区！□の曰因因回曰因曰 
/の因曰の回曰臣 I の〇 
I 巴10 巴10000□巳! □ 

空白1_ 安-巧ちを巧 I 


文字を削除/挿入する 


◎ I 田 QB1 5/ 24 


©相手ホ名 


©ホ目手先名 


©相手先を 


(©ホ目手先名 


文字を挿入する 


文字を削除する 


画 

巧 

那 

二ぶ I 


巳巳巳 l _ D | 
巳巳巴因巴 
の里互 

T 画〕日日 

巳臣巳日护 
巳巳巳巳 四 

日日日冒 

巳亡巳も因 
ElkJElJ 护日 
巳巳巳巳回 

罰 



回 E 日こ□到 

E り因 E 因匹 

IkikjEu 
巳巳巳 bJ 日 
巳巳巳に 图 
巳巳巳 巳回 

fgp 日日冒 

一! Sb 冒因因 

日因日日日 
巳巳巳巳 回 


口 ■り鬥 

肺 + 

I 則圓圣 I 。 


哥 


操作。 A ネルを使用し 
て文字を入力ずる 
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化 I 翻口 KC 


I な田 B なさす3すこ S 巧のこととム»びやし 


吸 i 円し i [ 巧を I 


本夕を編集ずる 


メール 本文を編集するとさ、改行したい場合は[改行]ボタンを、内容を表示したい場合は[内容表示]ボタンを押 
します。 


入力位置移動カーソル夺一で改行を入れたい 
箇所までカーソルを移動します。 


2 [改行]を押します。 


piBE お刚 ぶ 

ぶ囲_«れすすますご涅巧のこととわ客びホし] 

回0曰回の0因の曰の 
ミ苗の因に!曰口の 区! 巴!の回 


IBsl 曰 □ □曰回曰回の因曰 
づののりのり曰の □□ 

麵の曰己 ii 己哥の回の因 □ 


'四向 I 


3 カーソルの前に改行（囲）が入力されます。 

| ilB £ 恐田■ミ ■け.かル巧ミつ] 

f ち啓囲_«なますますご涅巧のこととわ客び申し1 
■ 巧郎ホ国ィ II ► I ブリア 

^ぅ因の曰回曰臣|因の曰の 
j の因に!曰口の区!のの回 


ifi の！!]の曰の曰回巨]曰囚 
つ^区)のに!のの曰の回 □ 
ミ回曰曰曰の区!回曰曰 □ 
5耐 「^ 


小义ぞ 


巧巧 


1 [内容表示]を押します C 


2 [入力]を押すと、入力画面に戻ります。 



|/^ メモ I 


◄ ►▲▼キーを使い、カーソルを編集したい場所に移動して 
けら [入力]を巧すと、その場所か5編集でさます。 


哪欄■。— 

«な5す3すこ a 巧のこと 


と囚ちび*し上け去 


a 畳 a 



(]圍 目次へ )（ ◄前へ ）（ ►次へ ）〔 〇 戻るジ索引へ検索ず る） 

本文を編集する 


入力 






01:巧を回貴な 




本での内をを表示する 


改行する 


L 巳 ELU 
じ ILi 巳巳巳 
じ F 巳 jJ 
巴 F 尸^と 

En & 一で I 、へ 一.！：3 > 

戸一^巳巳已 .i 

&JbJEj 巳巳 U 

四因日已 L { 

日 ILjEijij じ广 



回因日 H 

!凹回3回 

己日日 

巳 ILiijtJ 

吃 FiJIkJ 

じ IkJ ぉ一巳 

巳で^巨 

し| |す一で II そ1 

巳巳じ亡 

JEijkjIkJ 


号 r 


司 



じ护巳巳臣 

ピ Ikjkj 巳 

巳巳 

护护^^巳巳 

日回 &J 护 6 j 

Qj 巳巳 Eu ド 

包□□りの 

一〕 曰巳巳 F 

丘日日巳 P 

司 




g 操作。八ネルを使用し 
6て文字を入力ずる 
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本文を編集する 


〔圍 目次へ ) （ 4 前へ J こ ►次へ ） 【〇 戻る )(^ ジ索引へ ）（ 検索ずる J 


モ 

メ 



操作。 A ネルを使用し 
て文字を入力ずる 
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各機能を使用ずる 


プリンター、ファクス、スキャナー機能を 
ほ用するための設定 . 


96 










〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


プリンター、ファクス、スキャナー機能を使用するための設定 


•プリンター、ファクス、スキャナー機能を使用ずるための設定 

プリンター、ファクス、スキャナー機能を使用するとさは、本機を設置したあと、下の流れに沿って設定してくだ 
さい。コピーとスキャン To US 目は、設定する必要はありません。 





ネットワーク経由で巧 
続します 


US 巳経由で接続します 


ネットワーク経由で巧 
続します 


Windows に IP アドレ 


プリンタードライバー 


印刷する方法をミ夫定 


プリンタードライバー 

ス等を設定します 


をインストールします 


します 


をインストールします 


本機に IP アドレス等 
を設定します 


rusB 経由でセツトアツ 
プする ( Windows )」 


プリンタードライバー 
をインストールします 


「ネットワーク経由で 
セットアップする 
( Windows )」 



Macintosh を設定し 
ます 


[基本 操作編 


「 USB 経由でセツトアツ 
プする （ MacOSX )」 


プリンタードライバー 
をインストールします 



プリンターを設定し 
ます 


「ネットワーク経由で 
セットアップする 
(Mac OS X)J 


設定が完了しました 
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〔圍 目次へ J 4 前へ ）こ ► 次へ 》 【〇 戻る 0(^ ジ索引へ ）（ 検索ず る） 


プリンター、ファクス、スキャナー機能を使用するための設定 


スキヤン 
To 

メール 


スキヤン 
To 

ネツトワーク PC 


スキヤン 
To 

■J モート PC 


スキヤン 
To 

口ーカル PC 




本機の管理ちパスワード、ロアドレスを確認しまず 


r スキヤナー機能の設定を始める前に」 




メールソフトの設定情 
ま民を確認します 


r 必要な情報を確認す 
る」 


コンピユーターの設定 
情報を確認しまず 


r 必要な情報を確認す 
る」 


スキヤナードライパーをインス I ^ールします 


便利な機能/本体の設定編 


「スキャナードライノ（一 (TWAIN / WIA /に A ドライ 
バー)をインス I -ールする」 




本機に E メールアド 
レスやメールヴー八を 
設定します 


に メール アドレスや 
メールサーバーを 設定 


データーを巧をずるコン 
ピューターを設定します 


「データを送信するコン 
ピューターを設定する」 



ActKey アプリケーシヨンをインス I ルしまず 
(Windows のみ） 


I 便利な機能/本体の設定編] 



本機にプ□ファイルを 
作がしまず 


「プ□ファイルを作成 
する」 


「 ActKey アプリケーシヨンを使用する」 



設定が完了しました 
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■ メモ 


■98 - 
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アルファベット 


を 



M 

MP トレイ ........ 


....... 62, 68 


0 


OHP フイルム.. 


. 59 


U 

USB ケーブ J レ . 45 


V 

VOC. 4 

かな 


友 

安全上の注意 . ス已2 

い 

1 段トレイ . 36 

印刷可能領域 . 64 

お 

音声案内 . 20 

か 

カーソルキー . 19 

開個 . 30 

確定キー . 19 

カスタムサイズ . 59, 72 

画面の見かた . 18 

カラー 用紙 . 59 

ガラス面 

原稿のセット . 79, 80 

原稿の向さ . 77 

セツトでさる原稿 . 76 


キー表示とはたらさ . 19 

機能の切り替え . 18 

揮発性有機化合物 . 4 

基本操作編 . 8 

給紙トレイの自動切り替え . 73 

給紙方法 . 62, 66, 68 

け 

警告表示 . 7 

ケーブルの接続 . 45 

原稿 

ガラス面 . 76 

記号について . 77 

自動原稿送り装置 . 76 

使用でさる原稿 . 76 

幅と長さ . 78 

読み取り可能領域 . 77 

原稿のセット 

ガラス面 . 77, 79, 80 

原稿サイズ . 79 

自動原稿送り装置 ...... 7ス79, 

80, 81 

ミックス原稿 . 81 

高調波規制 . 4 

国外への持ち出し . 4 

コピー待機画面 . 18 

困ったとさには/ 

曰々のメンテナンス編 . 8 


自動給紙切り替え . 73 

自動原稿送り装置 

原稿のセット . 79, 80 

原稿の向さ . 77 

サイズが異なる原稿 . 81 

セットでさる原稿 . 76 

紙幣の EP 刷 . 4 

使用許諾契約 . 已 

商標 . 2 

ず 

スキャナー機能の設定 . 96 

スキャナー待機画面 . 18 


- 100 - 
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製品の確認 . 24 

設置 

開個 . 30 

ケーブルの接続 . 4已 

スキャナー機能の設定 ....... 96 

設置条件 . 28 

増設トレイユニット . 36 

増設メモリー . 43 

テスト印而り . 49 

動作確認 . 49 

ファクス機能の設定 . 96 

プリンター機能の設定 ....... 96 

プリンタードライバーの 

設定 . 41 

設置条件 . 28 

ミ凡み 

巧疋 

カスタムサイズ . 72 

スキャナー機能 . 96 

トレィ設定 . 71 

ファクス機能 . 96 

不定お用紙 . 72 

プリンター機能 . 96 

プリンタードライバー ....... 41 

用紙厚 . 71 

用紙サイズ . 68 

用紙種類 . 71 

設定キー . 19 

節電キー . 已目 

節電モード . 56 

セット 

原稿 . 79, 80 

ミックス原稿 . 81 

用紙 . 62, 66, 68 

セツトアップ編 . 8 


操作パネル 

音声案内 . SO 

タツチノくネル 

デイスプレー . 18 

同時に使用でさる機能 ....... 23 

名称とはたらき . 17 

増設トレイユニツトの取り付け. .36 
増設メモリーの取り付け . 43 

た 

多重動作 . 23 

ち 

注意表示 . 7 

長尺用紙 . 59 

て 

テスト EP 刷 . 49 

電源 

安全上の注意 . 52 

入0 . 53 

切0 . 55 

節電モード . 56 

電波障害防止 . 4 

電話線 . 46 

と 

同姻 □□. 24 

動作確認 . 49 

同時に使用でさる機能 . 23 

取り消しキー . 19 

トレイ設定 . 71 

に 

2段トレイ . 36 

ね 

ネットワークケーブル . 45 


排出方法 . 62,74 

はがさ . 59 

はじめに . 2 

ふ 

ファクス機能の設定 . 96 

ファクス待機画面 . 18 

封筒 . 59 

フェイスアップスタッカー . 74 

フェイスダウンスタッカー . 74 

普通紙 . 59 

不定お用紙 . 59, 72 

部分印刷用紙 . 59 

プリンター機能の設定 . 96 

プリンター待機画面 . 18 

プリンタードライバーの設定 . 41 

へ 

便利な機能/本体の設定編 . 8 

ほ 

本機に搭載のソフトウェア . 3 


本機に付属のマニュアルについて. . 2 

ま 


マニュアル 

版権 . 2 

分冊構成 . 8 

マークと表記 . 9 

み 

ミックス原稿 . 81 

め 

名称とはたらき 

オプション . 16 

構成部品 . 16 

操作パネル . 17 

本体 . 14 
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夕字の削除 .9 S 

文字の挿入 .9 S 

文字の入力 

アルファベット . 88 

カタカナ . 89 

漢字 . 86 

言己号 . 90 

数字 . 91 

スペース . 91 

入力画面 . 84 

ひらがな . 86 

夕節長さの変更 . 88 

変換ウィンドウ . 85 

変換候補選択画面 . 84 

本文の編集 . 93 

ゆ 

有価証券の印刷 . 4 


ユーテイリテイーソフトウェア 編.. 8 


ぶ 


用紙 

MP トレイ .6 S 

印刷可能領域 . 64 

言己号について . 6已 

給紙方法 . 62 

使用でさない用紙 . 64 

使用でさる用紙 . 59 

排出方法 . 62 

幅と長さ . 58 

保管 . 65 

用紙トレイ . 62 

用紙サイズダイヤル . 68 

用紙トレイ . 62, 66 

用紙のセット 

MP トレイ . 68 

カスタムサイズの登録 ....... 72 

給紙方法 . 66, 68 

不定形用紙の登録 . 72 

用紙厚の設定 . 71 

用紙サイズダイヤル . 68 

用紙サイズの設定 . 68 

用紙種類の設定 . 71 

用紙トレイ . 66 

用紙の排出 

フェイスアップ . 74 

フェイスダウン . 74 

読み取り可能領域 . 77 

ら 

ラベル紙 . 59 
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